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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
２
０
Ｘ
Ｘ
年

　
日
本
に
住
ん
で
い
た
青
年
天
野
優
希
は
突
然
Ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
で
作
っ
た
仮
想
国
家
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
皇
国

　
が
存
在
す
る
は
い
ふ
り
の
世
界
に
転
生
し
て
し
ま
う
。

　
そ
し
て
、
自
分
以
外
に
も
３
人
転
生
者
が
い
る
こ
と
が
判
明
し
、

　
第
二
の
人
生
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
旧
名
：
転
生
し
て
ゲ
ー
ム
で
作
っ
た
物
と
は
い
ふ
り
に

　
現
在
内
容
の
改
変
中
で
す
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設
定
集

　　
設
定

　　
世
界
観

　
本
来
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
が
あ
る
場
所
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
が
あ
り
世
界
で
唯
一
人
同
士
の
戦
争

を
経
験
し
た
国
で
あ
り
、
航
空
機
を
世
界
で
唯
一
保
有
し
て
い
る
国
で
も
あ
る
。

　
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
も
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
が
開
発
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
し
こ
れ
以
上
の
性

能
を
持
つ
レ
ー
ダ
ー
エ
ク
ス
カ
リ
バ
ー
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
る

　
ブ
ル
ー
マ
ー
メ
イ
ド
や
ホ
ワ
イ
ト
ド
ル
フ
ィ
ン
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
に
は
な
く
海
軍
が
そ
の
代

わ
り
に
な
っ
て
い
る
。

　　
登
場
人
物

　
主
人
公

　
名
前
　
　
天
野
優
希
（
あ
ま
の
ゆ
う
き
）

　
姿
　
　
　
転
生
前
は
男
、
転
生
後
は
女
、
ア
ズ
レ
ン
の
高
雄
に
髪
が
赤
く
な
っ
た
も
の

1



　
一
人
称
　「
僕
」、
キ
レ
た
り
す
る
と
「
俺
」
に
な
る

　
職
種
　
飛
鳥
艦
長

　　
名
前
　
　
轟
亜
紀
（
と
ど
ろ
き
あ
き
）

　
姿
　
　
　
艦
こ
れ
の
雪
風

　
一
人
称
　「
私
」

　
職
種
　
　
飛
鳥
副
艦
長

　　
名
前
　
　
小
笠
原
明
（
お
が
さ
わ
ら
あ
き
ら
）

　
姿
　
　
　
艦
こ
れ
の
天
龍
の
ロ
ン
グ
ヘ
ア
─

　
一
人
称
　「
俺
」

　
職
種
　
結
衣
艦
長

　
名
前
　
　
小
笠
原
凛
（
お
が
さ
わ
ら
り
ん
）

　
姿
　
　
　
艦
こ
れ
の
龍
田

　
一
人
称
　「
私
」

　
口
癖
　
　「
あ
ら
あ
ら
ぁ
〜
」

　
職
種
　
　
結
衣
副
艦
長
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飛
鳥
型
防
空
戦
艦

　
全
長
　
３
１
０
ｍ

　
全
幅
　
４
９
ｍ

　
基
準
排
水
量
　
７
２
８
０
０
ト
ン

　
艦
姿

　
船
体
が
ビ
ス
マ
ル
ク
に
艦
橋
構
造
物
が
ア
イ
オ
ワ
、
主
砲
配
置
は
大
和
で
副
砲
配
置
が
リ
ッ
ト
リ
オ

　
高
角
砲
や
対
空
砲
配
置
が
大
和

　
艦
番
号
　
Ａ
─
３
５
１

　　　
武
装

　
５
１
ｃ
ｍ
三
連
装
砲
３
基
９
門

　
２
０
．
３
ｃ
ｍ
三
連
装
砲
２
基
６
門

　
１
３
０
ｍ
ｍ
連
装
速
射
砲
１
６
基
３
２
門

　
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
一
式

　
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
２
０
ｍ
ｍ
機
関
砲
２
４
機

3



　
Ｖ
Ｌ
Ｓ
２
０
０
セ
ル

　
４
連
装
ミ
サ
イ
ル
発
射
筒
２
機
　

　　
搭
載
ミ
サ
イ
ル

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ミ
サ
イ
ル
２
（
Ｓ
Ｍ
─
２
）

　
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ミ
サ
イ
ル
３
（
Ｓ
Ｍ
─
３
）

　
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
（
対
潜
ミ
サ
イ
ル
）

　
ハ
ー
プ
ー
ン
（
対
艦
ミ
サ
イ
ル
）

　
艦
載
機

　
Ｓ
Ｈ
─
６
０
Ｋ
３
機

　　
航
空
戦
艦
結
衣

　
全
長
　
２
６
３
ｍ

　
全
幅
　
船
体
幅
３
６
ｍ
、
飛
行
甲
板
も
含
む
９
３
ｍ

　
基
準
排
水
量
　
６
７
０
０
０
ト
ン

　
艦
姿

　
最
上
の
よ
う
な
構
造
を
し
て
お
り
、
艦
首
に
は
主
砲
塔
２
基
と
高
角
砲
、
艦
尾
方
向
に
は
伊
勢
型
の
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よ
う
な
飛
行
甲
板
が
Ｖ
字
型
に
配
置
し
て
あ
る

　
艦
番
号
Ａ
─
３
０
１

　　　
武
装

　
５
１
ｃ
ｍ
連
装
砲
２
基
４
門

　
５
イ
ン
チ
速
射
砲
２
０
基

　
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
２
０
ｍ
ｍ
機
関
砲
８
機

　
４
０
㎜
単
装
機
関
砲
８
丁

　
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
一
式

　
Ｖ
Ｌ
Ｓ
７
０
セ
ル

　
搭
載
ミ
サ
イ
ル

　
飛
鳥
と
同
じ

　
艦
載
機

　
Ｅ
４
３
艦
上
戦
闘
機
３
０
機

　
Ｓ
Ｈ
─
６
０
Ｋ
４
機

　

5



　
戦
闘
補
給
艦
天
城

　
全
長
２
３
０
ｍ

　
全
幅
３
０
ｍ

　
基
準
排
水
量
１
７
０
０
０
ｔ

　
最
大
排
水
量
３
３
０
０
０
ｔ

　
艦
番
号
　
Ａ
３
０
１
１

　
武
装

　
１
２
７
ｍ
ｍ
速
射
砲
１
基

　
Ｖ
Ｌ
Ｓ
６
０
セ
ル

　
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
　
２
基

　
８
連
ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
機
１
基
（
形
は
あ
さ
ぎ
り
型
の
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
発
射
機
で
す
）

　
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
一
式

　
搭
載
ミ
サ
イ
ル

　
飛
鳥
と
同
様

　
搭
載
機

　
Ｓ
Ｈ
─
６
０
Ｋ
２
機

　
艦
影
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船
体
構
造
や
主
砲
、
Ｖ
Ｌ
Ｓ
配
置
は
あ
た
ご
型
護
衛
艦
、
艦
中
央
は
ま
し
ゅ
う
型
の
補
給
設
備
、
艦

尾
は
あ
た
ご
型
の
ヘ
リ
格
納
庫
、
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
配
置
も
同
様
、
８
連
装
ト
マ
ホ
ー
ク
発
射
機
は
格
納
庫
の

上
部
中
央
付
近
に
設
置

　　　　
原
子
力
空
母
ケ
ス
ト
レ
ル

　
全
長
３
０
０
ｍ

　
全
幅
３
８
ｍ

　
基
準
排
水
量
　
７
２
０
０
０
ｔ

　
満
載
排
水
量
　
９
４
６
０
０
ｔ

　
艦
番
号
　
Ａ
─
０
６

　
武
装

　
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
２
０
ｍ
ｍ
機
関
砲
８
基

　
シ
ー
ス
パ
ロ
ウ
発
射
機
４
機

　
イ
ー
ジ
ス
シ
ス
テ
ム
一
式

　
搭
載
機
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Ｅ
─
４
３
艦
上
攻
撃
機
３
０
機
（
Ｆ
─
３
５
と
Ｆ
─
２
２
の
ミ
ッ
ク
ス
）

　
Ｅ
─
４
４
艦
上
戦
闘
機
４
０
機
（
Ｆ
─
１
５
の
艦
上
機
型
）

　
艦
影

　
ま
ん
ま
米
空
母
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
で
機
関
が
原
子
力
に
変
わ
っ
た
以
外
は
変
わ
っ
て
な
い

　
イ
ラ
ス
ト
制
作
：
ス
テ
ル
ス
兄
貴
様
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設
定
集
登
場
艦
艇

　　
防
空
戦
艦
飛
鳥

　
全
長
３
１
０
ｍ

　
全
幅
４
９
ｍ

　
基
準
排
水
量
　
７
２
８
０
０
ト
ン

　
艦
姿

　
船
体
が
ビ
ス
マ
ル
ク
に
艦
橋
構
造
物
が
ア
イ
オ
ワ
、
主
砲
配
置
は
大
和
で
副
砲
配
置
が
リ
ッ
ト
リ

オ
、

　
高
角
砲
や
対
空
砲
配
置
が
大
和

　
艦
番
号
　
Ａ
─
３
５
１
〜
３
５
８

　
建
造
理
由

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
が
戦
争
直
前
の
ア
ン
・
サ
ン
ト
レ
ア
沖
で
奇
襲
を
受
け
た
第
２
艦
隊
が
空
か
ら

の
攻
撃
で
艦
隊
が
イ
ー
ジ
ス
巡
洋
艦
霧
埼
を
残
し
て
壊
滅
し
た
こ
と
を
受
け
戦
争
終
結
後
の
１
９
７

０
年
に
開
発
・
建
造
さ
れ
た
の
が
こ
の
防
空
戦
艦
飛
鳥
だ
。

　
飛
鳥
は
飛
鳥
型
防
空
戦
艦
の
１
番
艦
で
あ
り
、
同
型
艦
は
８
隻
い
る
。

9



　
一
番
艦
か
ら
飛
鳥
、
越
後
、
五
十
鈴
、
大
崎
、
阿
賀
羅
（
あ
が
ら
）、
日
向
、
別
府
、
比
叡
で
あ
る
。

　
こ
の
艦
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
海
軍
各
艦
隊
に
１
隻
ず
つ
配
備
さ
れ
て
お
り
ネ
ー
ム
シ
ッ
プ
は
海

洋
学
校
の
所
属
と
な
っ
て
い
る
。

　　　　
航
空
戦
艦
結
衣

　
全
長
２
６
３
ｍ

　
全
幅
船
体
幅
３
６
ｍ
、
飛
行
甲
板
も
含
む
９
３
ｍ

　
基
準
排
水
量
　
６
７
０
０
０
ト
ン

　
艦
姿

　
最
上
の
よ
う
な
構
造
を
し
て
お
り
、
艦
首
に
は
主
砲
塔
２
基
と
高
角
砲
、
艦
尾
方
向
に
は
伊
勢
型
の

よ
う
な
飛
行
甲
板
が
Ｖ
字
型
に
配
置
し
て
あ
る

　
建
造
理
由

　
元
々
は
戦
艦
と
し
て
建
造
さ
れ
て
い
た
艦
で
あ
る
。

　
戦
争
中
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
沖
海
戦
で
第
三
砲
塔
に
直
撃
を
受
け
弾
薬
庫
が
爆
発
し
、
第
四
砲
塔
も
巻

き
込
ん
で
艦
後
部
は
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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修
理
の
た
め
帰
港
し
た
結
衣
は
ド
ッ
ク
に
入
る
、
そ
の
時
に
航
空
母
艦
の
不
足
に
な
っ
て
い
た
皇
国

海
軍
は
結
衣
を
航
空
戦
艦
に
改
装
す
る
こ
と
を
決
定
し
今
の
姿
に
な
っ
て
い
る
、
結
衣
に
は
同
型
艦
が

お
り
全
て
の
同
型
艦
が
航
空
戦
艦
に
改
装
さ
れ
た
。

　
一
番
艦
か
ら
結
衣
、
陣
洋
、
七
尾
、
八
戸
、
大
杯
の
５
隻
が
お
り
第
一
艦
隊
と
第
三
艦
隊
に
２
隻
ず

つ
配
備
、
結
衣
だ
け
が
海
洋
学
校
に
所
属
し
て
い
る
。

　
同
型
艦
は

　
艦
番
号
　
Ａ
─
３
０
１
〜
３
０
５

　　　
航
空
巡
洋
艦
乙
型
・
甲
型
（
浅
霧
型
・
大
波
型
）

　
全
長
２
１
０
ｍ

　
全
幅
３
１
ｍ
、
飛
行
甲
板
も
含
む
５
０
ｍ

　
基
準
排
水
量
２
７
０
０
０
ト
ン

　
艦
姿

　
船
体
は
金
剛
型
を
元
に
し
、
艦
首
が
大
和
型

　
艦
中
央
か
ら
艦
尾
に
か
け
て
斜
め
に
飛
行
甲
板
が
配
置
さ
れ
て
い
る

　
な
お
、
甲
型
に
つ
い
て
は
イ
ー
ジ
ス
艦
の
よ
う
な
バ
ウ
球
状
艦
種
と
な
っ
て
い
る
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建
造
理
由

　
結
衣
型
戦
艦
を
航
空
戦
艦
に
改
装
す
る
と
き
の
費
用
と
新
造
時
の
費
用
を
合
計
す
る
と
コ
ス
ト
的

に
膨
大
な
た
め
、
巡
洋
艦
の
船
体
に
ど
れ
だ
け
航
空
機
が
搭
載
で
き
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
。

　
そ
の
結
果
で
き
た
の
が
浅
霧
型
と
改
良
型
の
大
波
型
で
あ
る
。

　
同
型
艦
が
１
０
隻
づ
つ
お
り
、

　
浅
霧
型
が
一
番
艦
か
ら
浅
霧
、
濃
霧
、
夕
霧
、
澤
霧
、
薄
霧
、
大
霧
、
笹
霧
。
粟
霧
（
あ
わ
ぎ
り
）、

江
和
霧
（
え
わ
ぎ
り
）、
弧
霧
（
こ
ぎ
り
）

　
大
波
型
が
一
番
艦
か
ら
大
波
、
佐
座
波
（
さ
ざ
な
み
）、
霧
波
、
沢
波
、
古
尾
波
、
沖
波
、
巻
波
、
笹

波
、
栗
波
、
之
野
波
（
の
の
な
み
）。
で
あ
り
各
艦
隊
に
一
隻
ず
つ
配
備
さ
れ
、
浅
霧
型
と
大
波
型
の
一

番
艦
と
二
番
艦
は
海
洋
学
校
の
所
属
と
な
っ
い
る

　
艦
番
号
　
乙
型
Ａ
─
２
０
１
〜
２
１
０

　
　
　
　
甲
型
Ａ
─
２
１
１
〜
２
２
０

　
乙
型

　　　
甲
型
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番
外
篇

番
外
篇
　
１
話

　　
優
希
「
．．．
ん
、
こ
こ
は
?
」

　
優
希
が
目
覚
め
た
場
所
は
、
地
上
で
も
な
く
海
中
だ
っ
た

　
優
希
「
は
!?
な
ん
で
海
中
に
い
ん
の
!?
て
か
な
ん
で
息
で
き
る
の
!?
、
っ
て
か
こ
こ
ど
こ
?
」

　
海
中
は
海
中
で
も
何
か
の
上
に
い
る
の
は
優
希
で
も
分
か
っ
た

　
優
希
「
こ
こ
は
艦
の
上
か
?
で
も
海
中
だ
っ
た
ら
沈
ん
だ
ふ
、
っ
て
何
だ
こ
れ
!?
」

　
考
え
込
ん
で
い
た
時
に
目
の
前
に
出
て
き
た
の
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
的
な
何
か
が
円
に
な
っ
て
出
て
き

た
と
き
に
優
希
は
ど
こ
に
来
た
の
か
が
分
か
っ
た

　
優
希
「
ま
さ
か
、
こ
こ
っ
て
蒼
き
鋼
の
ア
ル
ペ
ジ
オ
か
?
（
お
ー
い
）
で
も
な
ん
で
．．．（
お
ー
い
っ

て
ば
」
ん
?
」

　
優
希
は
声
が
し
た
ほ
う
に
向
く
と
艦
こ
れ
の
天
龍
の
ロ
ン
グ
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
い
た

　
優
希
「
お
前
誰
だ
?
」

　
明
「
俺
か
?
、
俺
は
小
笠
原
明
っ
て
い
う
ん
だ
け
ｄ
「
明
!?
お
前
な
の
か
!?
」
あ
、
あ
ぁ
、
な
ん
か

知
ら
な
い
間
に
俺
死
ん
だ
っ
ぽ
く
て
な
」

13



　
優
希
「
そ
う
か
、
俺
は
天
野
優
希
だ
、
知
っ
て
る
と
思
う
け
ど
な
」

　
明
「
優
希
、
お
前
だ
っ
た
の
か
、
そ
う
い
え
ば
こ
こ
は
ど
こ
だ
?
」

　
優
希
「
俺
の
予
想
だ
け
ど
、
こ
こ
は
蒼
き
鋼
の
ア
ル
ペ
ジ
オ
の
世
界
み
た
い
だ
」

　
明
「
へ
ー
、
で
も
な
ん
で
俺
ら
海
中
に
い
る
ん
だ
?
」

　
優
希
「
も
し
か
し
た
ら
俺
ら
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル
か
も
し
れ
ね
ぇ
」

　
明
「
へ
ー
、
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル
ね
ぇ
、
じ
ゃ
ぁ
俺
は
何
の
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル
な
ん
だ
?
」

　
優
希
「
お
前
は
．．．
嘘
だ
ろ
」

　
明
「
ど
う
し
た
?
」

　
優
希
「
お
前
．．．
俺
が
Ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
で
作
っ
た
艦
に
な
っ
て
る
ぞ
、
し
か
も
、
航
空
戦
艦

の
結
衣
だ
し
」

　
←
結
衣
の
イ
メ
ー
ジ
で
す

　　　
明
「
何
そ
れ
?
強
い
の
?
」

　
優
希
「
俺
が
考
え
た
設
定
上
で
は
そ
い
つ
は
最
強
に
近
い
奴
だ
」

　
明
「
じ
ゃ
ぁ
お
前
は
何
の
メ
ン
タ
ル
モ
デ
ル
な
ん
だ
?
」

　
優
希
「
俺
は
．．．
飛
鳥
．．．」
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明
「
え
?
飛
鳥
?
」

　
優
希
「
そ
う
、
飛
鳥
、
防
空
戦
艦
と
し
て
作
っ
た
ん
だ
が
．．．」

　
←
飛
鳥
の
イ
メ
ー
ジ

　　　
明
「
と
り
あ
え
ず
浮
上
し
ね
?
」

　
優
希
「
そ
う
だ
な
、
浮
上
し
な
い
と
こ
こ
が
ど
こ
な
の
か
が
見
当
も
つ
か
な
い
か
ら
な
」

　
優
希
達
は
ま
ず
浮
上
し
て
現
在
位
置
を
特
定
す
る
た
め
に
決
め
た
よ
う
だ

　
浮
上
後
．．．

　
優
希
「
や
っ
ぱ
新
鮮
な
空
気
は
い
い
な
ぁ
」

　
明
「
な
ぁ
、
飛
鳥
」

　
優
希
「
え
?
な
ん
で
飛
鳥
?
」

　
明
「
だ
っ
て
こ
の
先
人
類
か
霧
に
会
う
と
し
て
も
優
希
と
か
じ
ゃ
お
か
し
い
だ
ろ
?
だ
っ
た
ら
艦
名

で
も
う
呼
べ
ば
い
い
と
思
て
な
」

　
優
希
「
そ
う
か
、
じ
ゃ
ぁ
こ
の
後
ど
う
し
よ
う
か
結
衣
」

　
結
衣
「
そ
う
だ
な
、
と
り
あ
え
ず
に
ほ
ｎ
、
ん
?
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
ソ
ナ
ー
に
な
ん
か
反
応
し
た
」

　
飛
鳥
「
何
が
見
つ
か
っ
た
の
?
ま
さ
か
大
戦
艦
と
か
?
」

15



　
結
衣
「
い
や
、
小
型
だ
か
ら
．．．
あ
、
４
０
１
だ
こ
れ
」

　
飛
鳥
「
え
ぇ
〜
、
ま
さ
か
の
し
ょ
っ
ぱ
な
主
人
公
に
遭
遇
?
」

　
結
衣
「
し
か
も
、
こ
こ
横
須
賀
に
近
い
ぞ
」

　
飛
鳥
「
は
ぇ
〜
、
ど
う
し
よ
っ
か
」

　
そ
の
頃
、
４
０
１
で
は

　
イ
オ
ナ
「
群
像
、
海
上
に
重
力
反
応
二
つ
探
知
」

　
群
像
「
何
か
わ
か
る
か
?
」

　
イ
オ
ナ
「
反
応
か
ら
大
戦
艦
級
と
超
戦
艦
級
、
だ
け
ど
艦
種
は
不
明
」

　
否
平
「
超
戦
艦
級
!?
」

　
静
「
艦
長
、
超
戦
艦
級
か
ら
通
信
が
来
て
い
ま
す
」

　
群
像
「
あ
の
艦
か
ら
か
?
」

　
イ
オ
ナ
「
ど
う
す
る
?
」

　
群
像
「
応
じ
る
」
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本
編

第
１
話
　
唐
突
の
転
生

　　
２
０
Ｘ
Ｘ
年
９
月

　
?
「
あ
ぁ
〜
あ
、
今
日
の
講
義
は
疲
れ
た
な
」

　
?
「
そ
う
だ
な
笑
」

　
僕
の
名
前
は
天
野
優
希
、
今
年
に
大
学
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
２
０
歳
だ

　
そ
れ
で
僕
の
隣
に
い
る
の
が
小
笠
原
明
、
俺
と
同
じ
く
大
学
生
に
な
っ
た
ば
か
り
の
や
つ
だ

　
そ
こ
に
突
然
雷
が
落
ち
て
く
る

　
ド
ォ
ー
ン
!!

　
優
希
・
明
「
う
ぉ
!?
」

　
雷
が
落
ち
、
暫
く
し
た
後

　
優
希
「
う
ぅ
〜
ん
．．．
?
、
こ
こ
は
．．．
?
何
だ
こ
の
声
?
．．．」

　
明
「
う
ぅ
〜
ん
、
お
?
優
希
、
起
き
た
．．．
の
か
．．．」

　
優
希
・
明
「
誰
だ
お
前
!?
」

　
優
希
「
は
!?
僕
は
天
野
優
希
だ
!
そ
っ
ち
こ
そ
誰
だ
よ
!
」
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明
「
俺
は
小
笠
原
明
だ
!
．．．
っ
て
お
前
優
希
か
?
」

　
優
希
「
そ
う
だ
よ
!
っ
て
お
前
は
明
か
、
よ
か
っ
た
、
お
前
か
」

　
明
「
お
前
、
な
ん
か
ア
ズ
レ
ン
の
高
雄
に
な
っ
て
ね
?
髪
が
赤
い
け
ど
」

　
優
希
「
そ
う
言
う
お
前
こ
そ
艦
こ
れ
の
天
龍
み
た
い
だ
ぞ
?
髪
長
い
け
ど
」

　
明
「
そ
う
か
．．．
ん
?
な
ん
だ
こ
れ
?
」

　
優
希
「
手
紙
?
」

　
優
希
た
ち
は
拾
っ
た
手
紙
を
見
る

　
神
様

（
君
た
ち
に
は
本
当
に
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
!
ま
じ
で
申
し
訳
な
い
!
今
か
ら
謝
り
に
行
き
た

い
け
ど
こ
っ
ち
の
世
界
の
決
ま
り
で
下
の
世
界
に
は
行
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
だ
、
死
な
せ
て
し

ま
っ
た
も
の
は
元
の
世
界
に
は
戻
せ
な
い
か
ら
別
の
世
界
に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
し
か
な
か
っ
た
ん

だ
。

　
な
の
で
今
か
ら
そ
の
世
界
に
つ
い
て
話
そ
う
と
思
う
。

　
そ
の
世
界
は
君
た
ち
の
知
っ
て
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
・
フ
リ
ー
ト
の
世
界
な
ん

だ
、
で
も
少
し
違
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
ね
、
優
希
く
ん
が
Ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
〇
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
で
作
っ
た
仮
想
国
家

の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
が
存
在
す
る
ん
だ
。

　
そ
れ
で
君
た
ち
に
は
そ
の
国
の
国
民
で
海
軍
の
高
等
学
校
に
１
年
生
で
今
年
に
入
学
予
定
な
ん
だ
。
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あ
、
ち
な
み
に
今
は
２
０
１
６
年
の
３
月
だ
か
ら
ね

　
自
身
の
個
人
情
報
に
関
し
て
は
、
君
た
ち
の
近
く
に
あ
る
バ
ッ
ク
の
中
に
あ
る
か
ら
よ
ろ
し
く
ね
。）

　
優
希
「
．．．
だ
っ
て
よ
」

　
明
「
ま
じ
か
、
俺
ら
ｗ
ｅ
ｂ
や
小
説
に
あ
る
神
様
転
生
っ
て
や
つ
を
し
ち
ゃ
っ
た
ん
か
」

　
優
希
「
ど
う
や
ら
そ
う
ら
し
い
、
と
り
あ
え
ず
バ
ッ
ク
の
中
見
て
み
る
か
」

　
優
希
「
え
ぇ
〜
っ
と
な
に
な
に
?
」

　
天
野
優
希
様

　
貴
方
は
筆
記
試
験
及
び
実
技
試
験
に
お
い
て
当
書
の
通
り
優
秀
な
成
績
を
納
め
た
た
め
貴
方
の
秋

月
女
子
海
軍
高
等
学
校
へ
の
入
学
を
許
可
し
ま
す

　
優
希
「
ま
じ
か
よ
．．．
そ
っ
ち
は
?
」

　
明
「
ふ
ぁ
!?
、
海
軍
の
高
校
に
受
か
っ
と
る
．．．」

　
優
希
「
じ
ゃ
ぁ
、
一
回
こ
の
世
界
の
自
分
の
家
に
帰
る
か
．．．」

　
明
「
そ
う
だ
な
．．．
っ
て
い
う
か
連
絡
手
段
は
ど
う
す
ん
だ
?
」

　
優
希
「
そ
れ
な
ら
さ
っ
き
の
カ
バ
ン
の
中
に
ス
マ
ホ
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
で
連
絡
す
れ
ば
．．．」

　
明
「
あ
っ
た
ん
だ
．．．
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
行
こ
う
か
」

　
優
希
「
お
う
、
じ
ゃ
ぁ
な
!
」

　
明
「
お
う
!
」
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第
２
話
　
初
の
航
海
実
習

　　
こ
の
世
界
に
転
生
し
て
か
ら
１
ヶ
月

　
僕
た
ち
は
自
分
が
乗
る
艦
に
い
る

　
防
空
戦
艦
飛
鳥

　
全
長
３
１
０
ｍ
、
全
幅
４
９
ｍ
、
基
準
排
水
量
約
７
２
０
０
０
ト
ン
、
５
１
ｃ
ｍ
三
連
装
砲
を
３
基

搭
載
す
る
こ
の
世
界
で
は
最
大
最
強
の
艦
艇
に
な
る
。

　
そ
し
て
、
明
が
乗
っ
て
い
る
艦
は

　
航
空
戦
艦
結
衣

　
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
も
世
界
で
も
唯
一
の
航
空
戦
艦
、
僕
が
Ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
ｃ
ｒ
ａ
ｆ
ｔ
で
作
っ
た
物
の
中

で
は
一
番
気
に
入
っ
て
い
る
。

　
全
長
２
６
３
ｍ
、
全
幅
３
６
ｍ
、
最
大
幅
９
６
ｍ
、
こ
の
９
６
ｍ
は
飛
行
甲
板
も
含
め
た
長
さ
な
の

で
正
面
か
ら
見
る
と
若
干
逆
三
角
形

　
に
見
え
る
ら
し
い
。

　
優
希
「
よ
う
!
、
そ
っ
ち
は
気
分
は
ど
う
だ
?
」

　
明
「
あ
ぁ
、
そ
う
い
え
ば
こ
の
前
送
っ
た
メ
ー
ル
見
た
か
?
」
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優
希
「
う
ん
、
お
前
こ
の
世
界
で
は
妹
が
い
る
ん
だ
な
見
た
目
が
龍
田
の
や
つ
、
し
か
も
中
身
は
前

世
の
お
前
の
妹
と
き
た
も
ん
だ
」

　
明
「
お
う
、
家
に
帰
っ
た
と
き
な
ん
か
び
っ
く
り
し
た
ぜ
」

　
優
希
「
そ
う
か
、
こ
っ
ち
の
世
界
で
も
苦
労
し
そ
う
だ
な
」

　
明
「
そ
う
だ
な
」

　
???
「
艦
長
ー
!
そ
ろ
そ
ろ
横
須
賀
に
向
け
て
出
港
し
ま
す
よ
!
」

　
優
希
「
お
う
!
今
行
く
!
」

　
明
「
今
の
は
お
前
ん
と
こ
の
副
艦
長
か
?
」

　
優
希
「
あ
ぁ
、
轟
亜
紀
っ
て
や
つ
知
っ
て
る
か
?
う
ち
の
ク
ラ
ス
に
前
世
い
た
ミ
リ
オ
タ
の
や
つ
、
初

め
て
会
っ
た
と
き

　
な
ん
か
雪
風
が
い
る
!?
っ
て
な
っ
た
も
ん
」

　
明
「
あ
い
つ
も
い
る
の
か
．．．」

　
優
希
「
じ
ゃ
ぁ
、
ま
た
後
で
な
」

　
明
「
お
う
!
」

　
優
希
達
は
そ
う
言
う
と
自
分
た
ち
の
艦
に
戻
っ
て
い
っ
た

　
飛
鳥
艦
橋

　
優
希
「
み
ん
な
お
は
よ
う
」
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艦
橋
要
員
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　
亜
紀
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
、
艦
長
」

　
優
希
「
お
は
よ
う
亜
紀
、
準
備
は
で
き
て
る
?
」

　
亜
紀
「
は
い
、
航
海
科
、
機
関
科
、
砲
雷
科
、
炊
事
科
、
航
空
科
、
保
健
科
、
す
べ
て
配
置
完
了
で

す
」

　
優
希
「
よ
し
、
出
港
準
備
!
」

　
航
海
科
１
「
出
港
用
意
!
錨
を
上
げ
!
」

　
航
海
科
２
「
機
関
両
舷
前
進
微
速
!
」

　
通
信
員
「
艦
長
、
結
衣
よ
り
入
電
、（
本
艦
は
出
港
完
了
し
た
、
現
在
飛
鳥
を
沖
に
て
待
機
中
）
で
す
」

　
優
希
「
了
解
、
結
衣
に
返
信
「
本
艦
も
現
在
合
流
ポ
イ
ン
ト
ま
で
航
行
中
、
合
流
後
は
本
艦
の
指
揮

下
に
入
る
よ
う
に
」

　
以
上
を
結
衣
に
対
し
返
信
せ
よ
」

　
通
信
員
「
了
解
」

　
結
衣
艦
橋

　
明
「
そ
ろ
そ
ろ
か
な
」

　
凛
「
お
ね
ー
ち
ゃ
ん
、
後
５
分
で
飛
鳥
が
こ
こ
に
到
着
す
る
っ
て
」

　
明
「
わ
か
っ
た
、
そ
れ
よ
り
も
艦
の
上
じ
ゃ
お
ね
ー
ち
ゃ
ん
っ
て
呼
ぶ
の
や
め
ろ
っ
て
言
っ
て
る
だ
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ろ
」

　
凛
「
え
ぇ
〜
、
せ
っ
か
く
お
ね
ー
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
い
ら
れ
る
と
思
っ
て
る
の
に
」

　
明
「
あ
ー
も
う
、
分
か
っ
た
分
か
っ
た
、
今
日
一
緒
に
寝
て
や
る
か
ら
．．．」

　
凛
「
本
当
に
!?
」

　
明
「
あ
ぁ
、
本
当
だ
」

　
凛
「
や
っ
た
ぁ
!
」

　
航
海
科
１
「
い
い
ん
で
す
か
?
艦
長
」

　
航
海
科
２
「
こ
れ
だ
か
ら
艦
長
と
副
長
と
の
薄
い
本
が
結
衣
艦
内
に
出
回
っ
て
る
ん
で
す
よ
」

　
航
空
管
制
員
「
も
し
く
は
百
合
本
と
も
言
う
」

　
明
「
ち
ょ
っ
と
待
て
!?
今
の
話
詳
し
く
!
そ
も
そ
も
誰
が
書
い
て
ん
だ
!?
」

　
航
海
科
１
「
ダ
メ
コ
ン
班
の
人
た
ち
で
す
」

　
航
海
科
２
「
あ
の
人
ら
い
つ
も
暇
人
だ
か
ら
ね
ー
」

　
明
「
そ
れ
を
お
前
た
ち
は
持
っ
て
た
り
す
る
?
」

　
一
同
「
．．．（
目
を
そ
ら
す
）」

　
明
「
．．．
も
う
い
い
や
」

　
結
衣
と
飛
鳥
は
こ
の
後
に
合
流
し
、
横
須
賀
を
目
指
し
て
い
る
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原
作
突
入

第
３
話
　
晴
風
と
の
接
触

　　
晴
風
と
出
会
う
１
日
前

　
飛
鳥
艦
橋

　
優
希
「
航
海
長
、
横
須
賀
ま
で
あ
と
ど
の
く
ら
い
だ
?
」

　
航
海
長
「
横
須
賀
ま
で
で
す
か
?
、
え
ぇ
〜
っ
と
、
約
１
８
０
マ
イ
ル
で
す
」

　
優
希
「
そ
う
か
」

　
結
衣
艦
橋

　
明
「
横
須
賀
ま
で
ど
の
く
ら
い
だ
?
」

　
航
海
長
「
あ
と
１
８
０
マ
イ
ル
で
す
」

　
明
「
ふ
ー
ん
」

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
!

　
優
希
「
ん
?
明
か
ら
か
（
め
っ
ち
ゃ
暇
な
う
、
構
っ
て
）．．．
ふ
ざ
け
て
ん
の
か
コ
イ
ツ
」

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
!

　
明
「（
暇
な
ら
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で
も
し
て
ろ
）
っ
て
ひ
っ
ど
!?
」
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４
月
５
日

　
飛
鳥
艦
橋
内

　
航
海
長
「
横
須
賀
ま
で
お
よ
そ
１
５
０
マ
イ
ル
」

　
優
希
「
も
う
か
．．．」

　
通
信
員
「
艦
長
、
日
本
の
広
域
通
信
を
傍
受
し
ま
し
た
」

　
優
希
「
内
容
は
な
ん
だ
?
」

　
通
信
員
「
そ
、
そ
れ
が
．．．」

　
優
希
「
な
ん
だ
、
何
か
や
ば
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
か
?
」

　
通
信
員
「
通
信
の
内
容
は
（
日
本
の
学
生
艦
が
反
乱
し
現
在
逃
亡
中
、
発
見
し
た
場
合
即
座
に
捕
獲

せ
よ
、
尚
抵
抗
し
た
場
合
撃
沈
し
て
も
構
わ
な
い
、
対
象
は
航
洋
艦
晴
風
）．．．
と
の
こ
と
で
す
」

　
優
希
「
は
ぁ
!?
な
ん
だ
そ
れ
!?
学
生
が
反
乱
で
き
る
わ
け
な
い
だ
ろ
!?
な
ん
で
な
ん
だ
よ
!
」

　
通
信
員
「
そ
ん
な
の
わ
か
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
」

　
優
希
「
．．．
と
り
あ
え
ず
発
見
し
た
場
合
は
保
護
す
る
ぞ
」

　
結
衣
艦
橋
内

　
明
「
晴
風
の
や
つ
ら
、
な
ん
か
か
わ
い
そ
う
だ
な
」

　
航
海
長
「
そ
う
で
す
か
?
や
ろ
う
と
思
え
ば
で
き
そ
う
で
す
け
ど
」

　
明
「
じ
ゃ
ぁ
、
新
入
生
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
?
入
っ
た
ば
か
り
の
や
つ
が
そ
う
簡
単
に
で
き
る
わ
け
が
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な
い
、
も
し
起
き
た
と
す
れ
ば
、
日
本
じ
ゃ
ブ
ル
ー
マ
ー
メ
イ
ド
が
即
座
に
鎮
圧
す
る
べ
」

　
通
信
員
「
艦
長
、
飛
鳥
よ
り
入
電
、（
本
艦
隊
は
こ
れ
よ
り
対
水
上
警
戒
の
ま
ま
横
須
賀
を
目
指
す
、

道
中
で
晴
風
を
発
見
し
た
場
合
は
攻
撃
せ
ず
に
保
護
す
る
）
で
す
」

　
明
「
分
か
っ
た
、
総
員
に
次
ぐ
、
本
艦
は
こ
れ
よ
り
対
水
上
警
戒
の
ま
ま
横
須
賀
を
目
指
す
、
な
お

途
中
で
航
洋
艦
晴
風
ほ
発
見
し
た
ら
す
ぐ
に
保
護
す
る
以
上
」

　
一
方
そ
の
こ
ろ

　
晴
風
艦
橋
内

　
明
乃
「
今
の
現
状
は
」

　
真
白
「
今
は
第
二
主
砲
が
使
用
不
能
で
機
関
が
第
３
船
速
ま
で
発
揮
可
能
で
す
」

　
幸
子
「
重
油
が
少
し
漏
れ
て
る
み
た
い
で
す
し
ね
」

　
慧
「
レ
ー
ダ
ー
探
知
!
感
２
、
新
艦
種
!
」

　
明
乃
「
総
員
配
置
!
」

　
真
白
「
総
員
配
置
!
」

　
マ
チ
子
「
艦
影
視
認
!
艦
首
番
号
は
先
導
艦
が
Ａ
３
５
１
、
追
従
し
て
い
る
の
が
Ａ
３
０
１
で
す
」

　
幸
子
「
照
合
し
ま
し
た
!
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
の
防
空
戦
艦
飛
鳥
及
び
航
空
戦
艦
結
衣
で
す
!
」

　
芽
衣
「
何
?
飛
鳥
と
結
衣
っ
て
」

　
幸
子
「
防
空
戦
艦
飛
鳥
は
全
長
３
１
０
ｍ
幅
４
９
ｍ
基
準
排
水
量
は
約
７
２
０
０
０
ト
ン
で
５
１
ｃ
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ｍ
三
連
装
砲
を
３
基
搭
載
し
現
在
存
在
し
て
い
る
艦
艇
で
は
最
強
と
も
言
わ
れ
て
い
る
艦
艇
で
、
航
空

戦
艦
結
衣
は
全
長
２
６
３
ｍ
最
大
幅
９
６
ｍ
基
準
排
水
量
は
６
８
０
０
０
ト
ン
で
飛
鳥
と
同
じ
く
５

１
ｃ
ｍ
連
装
砲
を
２
基
搭
載
し
特
徴
は
世
界
で
唯
一
水
素
や
ヘ
リ
ウ
ム
を
使
わ
ず
に
空
を
飛
ぶ
こ
と

が
で
き
る
Ｅ
─
４
３
と
言
う
航
空
機
を
搭
載
し
て
い
ま
す
!
」

　
鈴
「
な
、
な
ん
で
そ
ん
な
す
ご
い
船
が
こ
こ
に
い
る
の
!?
」

　
幸
子
「
先
ほ
ど
の
ア
ド
ミ
ラ
ル
シ
ュ
ペ
ー
同
様
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
か
ら
の
留
学
生
艦
で
す
」

　
慧
「
前
方
の
艦
よ
り
通
信
が
来
て
ま
す
!
」

　
真
白
「
何
!?
」

　
明
乃
「
．．．
繋
い
で
!
」

（
こ
ち
ら
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
秋
月
女
子
海
軍
高
等
学
校
所
属
の
航
空
戦
艦
飛
鳥
艦
長
天
野
優
希
で

す
、
貴
艦
は
敵
対
の
意
思
は
あ
る
か
?
、
繰
り
返
し
ま
す
、
貴
艦
に
敵
対
の
意
思
は
あ
る
か
?
）
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第
４
話
　「
命
令
晴
風
を
護
衛
せ
よ
」

　　
通
信
を
入
れ
る
２
０
分
前

　
結
衣
艦
橋

　
明
「
な
ぁ
優
希
、
こ
れ
ど
う
す
る
?
広
域
通
信
っ
て
こ
と
は
本
国
も
こ
の
こ
と
知
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な

い
の
か
?
」

　
優
希
（
お
そ
ら
く
知
っ
て
る
か
も
し
れ
な
い
が
一
応
こ
の
こ
と
は
本
国
に
通
達
し
て
み
よ
う
と
思

う
）

　
明
「
そ
う
か
」

　
飛
鳥
艦
橋

　
優
希
「
と
り
あ
え
ず
通
信
入
れ
と
く
か
、
こ
ち
ら
日
本
派
遣
艦
隊
旗
艦
飛
鳥
、
昨
日
日
本
の
広
域
通

信
を
傍
受
し
た
の
だ
が
そ
ち
ら
は
こ
の
通
信
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
か
?
」

（
あ
ぁ
、
こ
ち
ら
で
も
そ
の
通
信
は
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
る
、
そ
れ
で
衛
星
を
使
い
確
認
し
た
が
通
信
の
内

容
と
は
大
き
く
違
う
ん
だ
）

　
優
希
「
何
?
ど
う
い
う
こ
と
だ
?
」

（
通
信
内
容
で
は
先
に
攻
撃
し
て
い
た
の
は
晴
風
な
ん
だ
ろ
う
?
だ
が
、
衛
星
の
映
像
を
見
た
ら
先
に
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攻
撃
し
た
の
は
猿
島
な
ん
だ
）

　
優
希
「
嘘
で
し
ょ
!?
」

（
い
や
、
嘘
で
は
な
く
本
当
の
こ
と
だ
、
今
そ
の
映
像
を
送
っ
て
い
る
、
そ
れ
を
見
て
確
認
し
て
み
る
と

い
い
）

　
優
希
「
了
解
、
お
い
明
、
今
の
こ
と
聞
い
て
た
か
?
」

　
明
（
お
う
聞
い
て
た
ぞ
、
こ
っ
ち
に
も
そ
の
映
像
が
送
ら
れ
て
き
た
、
今
か
ら
確
認
を
し
よ
う
と
思

う
）

　
優
希
「
分
か
っ
た
」

　
〜
映
像
確
認
中
〜

　
優
希
「
本
当
だ
っ
た
な
」

　
明
（
あ
ぁ
、
こ
う
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
保
護
し
て
お
か
な
い
と
後
々
め
ん
ど
く
さ
く
な
る
か
も
し
れ

ね
ぇ
）

　
優
希
「
そ
う
だ
な
、
そ
う
と
決
ま
っ
た
ら
こ
っ
ち
か
ら
通
信
を
入
れ
て
み
る
」

　
明
（
分
か
っ
た
）

　　
晴
風
艦
橋

　
明
乃
「
今
回
は
ち
ゃ
ん
と
通
信
が
来
て
く
れ
た
．．．」
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真
白
「
あ
ぁ
．．．」

　
芽
衣
「
敵
対
の
意
思
が
あ
る
わ
け
な
い
じ
ゃ
ん
!
」

　
志
摩
「
う
ぃ
．．．」

　
明
乃
「
め
ぐ
ち
ゃ
ん
!
相
手
に
敵
対
の
意
思
あ
な
い
こ
と
を
伝
え
て
!
」

　
慧
「
分
か
り
ま
し
た
!
」

　
飛
鳥
艦
橋

　
通
信
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
艦
橋
!
晴
風
よ
り
通
信
、
本
艦
に
敵
対
の
意
思
は
な
し
、
で
す
）

　
優
希
「
分
か
っ
た
、
い
っ
た
ん
本
国
に
も
報
告
し
て
お
く
、
こ
ち
ら
飛
鳥
艦
長
の
天
野
で
す
、
ど
う

や
ら
晴
風
に
は
敵
対
な
ど
は
な
い
よ
う
で
す
」

（
そ
う
か
、
分
か
っ
た
、
今
か
ら
君
た
ち
に
命
令
を
伝
え
る
、
現
時
刻
を
も
っ
て
飛
鳥
以
下
結
衣
は
こ
れ

よ
り
日
本
ま
で
の
晴
風
護
衛
の
任
に
つ
け
）

　
優
希
「
了
解
し
ま
し
た
!
」

　
晴
風
艦
橋

　
慧
「
飛
鳥
よ
り
入
電
!
」

　
明
乃
「
内
容
は
?
」

　
慧
「
現
時
刻
を
も
っ
て
本
艦
隊
は
晴
風
の
護
衛
の
任
に
つ
く
、
繰
り
返
す
、
現
時
刻
を
も
っ
て
本
艦

隊
は
晴
風
の
護
衛
の
任
に
つ
く
、
で
す
!
」
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明
乃
「
え
!?
め
ぐ
ち
ゃ
ん
!
そ
れ
っ
て
ホ
ン
ト
!?
」

　
慧
「
は
い
!
２
回
言
っ
て
き
た
の
で
確
か
で
す
!
」

　
真
白
「
と
に
か
く
、
今
回
は
戦
闘
に
な
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
な
」

　
鈴
「
よ
か
っ
た
よ
ぉ
〜
（
´
；
ω
；
｀
）」

　
芽
衣
「
そ
れ
に
し
て
も
あ
の
艦
は
大
き
い
よ
ね
〜
」

　
幸
子
「
全
長
が
３
１
０
ｍ
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
〜
」

　
明
乃
「
で
も
、
な
ん
で
あ
ん
な
に
大
き
い
ん
だ
ろ
う
?
」

　
幸
子
「
え
ぇ
〜
っ
と
、
個
艦
防
空
能
力
用
の
機
材
や
艦
隊
防
空
用
の
武
器
な
ど
を
搭
載
し
強
力
な
５

１
ｃ
ｍ
三
連
装
砲
の
衝
撃
を
受
け
止
め
る
船
体
を
作
っ
た
結
果
全
長
が
３
１
０
ｍ
に
も
な
り
、
基
準
排

水
量
が
７
２
０
０
０
ト
ン
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
」

　
芽
衣
「
へ
ぇ
〜
そ
う
な
ん
だ
」

　
明
乃
「
じ
ゃ
ぁ
、
結
衣
の
方
は
?
」

　
幸
子
「
結
衣
は
航
空
母
艦
、
此
方
で
言
う
飛
行
船
支
援
母
艦
で
す
ね
、
航
空
母
艦
が
不
足
し
て
い
た

時
期
に
建
造
が
開
始
さ
れ
て
た
の
で
戦
艦
と
航
空
母
艦
を
合
わ
せ
た
艦
を
作
ろ
う
っ
て
な
っ
た
そ
う

で
す
」

　
明
乃
「
へ
ぇ
〜
、
そ
う
な
ん
だ
」

　
楓
「
後
方
か
ら
魚
雷
音
!
距
離
２
３
０
０
!
」
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第
５
話
　
戦
闘

　　
飛
鳥
艦
橋

　
明
（
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
?
こ
っ
か
ら
晴
風
を
な
る
べ
く
無
傷
で
届
け
て
や
り
た
い
が
．．．）

　
優
希
「
そ
う
だ
な
、
何
せ
晴
風
は
反
乱
し
て
る
っ
て
い
う
疑
い
が
か
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
、
い
つ

ど
こ
で
襲
撃
さ
れ
て
も
お
か
し
く
ｎ
」

　
ソ
ナ
ー
マ
ン
（
魚
雷
音
探
知
!
本
艦
後
方
６
時
方
向
距
離
２
３
０
０
!
）

　
優
希
「
緊
急
回
避
!
機
関
全
速
!
面
舵
一
杯
!
」

　
航
海
長
「
機
関
全
速
!
面
舵
一
杯
!
」

　
結
衣
艦
橋

　
明
「
こ
れ
は
訓
練
じ
ゃ
な
い
ぞ
!
急
速
離
脱
!
」

　
航
海
長
「
機
関
全
速
!
面
舵
一
杯
!
急
げ
!
」

　
ソ
ナ
ー
マ
ン
（
魚
雷
本
艦
右
舷
後
方
を
通
過
!
）

　
明
「
よ
し
!
、
Ｓ
Ｈ
─
６
０
Ｋ
発
艦
用
意
!
一
応
対
潜
爆
弾
を
一
発
装
備
さ
せ
ろ
!
」

　
航
空
管
制
官
「
了
解
!
」

　
飛
鳥
Ｃ
Ｉ
Ｃ
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米
倉
「
や
ら
れ
る
．．．」

　
航
海
長
「
面
舵
一
杯
!
魚
雷
情
報
を
随
時
報
告
!
」

　
砲
雷
長
「
大
丈
夫
だ
、
訓
練
道
理
に
や
れ
ば
躱
せ
る
」

　
米
倉
「
や
っ
て
．．．
や
る
!
」

　
ソ
ナ
ー
マ
ン
「
魚
雷
第
二
弾
接
近
、
距
離
１
０
０
０
!
」

　
航
海
員
「
来
る
!
」

　
航
海
長
「
あ
わ
て
る
な
、
１
０
度
に
戻
せ
!
」

　
見
張
り
員
「
距
離
５
０
０
!
広
が
り
つ
つ
接
近
!
」

　
航
海
長
「
戻
〜
せ
〜
!
」

　
米
倉
「
や
ら
れ
る
．．．
前
に
!
」
ピ
ッ
!

　
バ
シ
ュ
ゥ
〜
!

　
レ
ー
ダ
ー
員
「
左
舷
中
央
甲
板
、
Ｖ
Ｌ
Ａ
開
放
!
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
飛
翔
中
!
．．．
こ
れ
は
、
魚
雷
発
射

ポ
イ
ン
ト
に
向
か
っ
て
ま
す
!
」

　
砲
雷
長
「
誰
が
発
射
ボ
タ
ン
を
!?
、
!
」

　
米
倉
「
．．．」

　
砲
雷
長
「
米
倉
!
お
前
、
一
人
で
戦
争
を
お
っ
ぱ
じ
め
る
気
か
!?
」

　
米
倉
「
や
ら
な
け
れ
ば
．．．
や
ら
れ
ま
す
、
砲
雷
長
．．．」
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亜
紀
（
艦
橋
Ｃ
Ｉ
Ｃ
!
誰
が
打
て
と
言
い
ま
し
た
!
現
状
を
報
告
し
て
く
だ
さ
い
!
）

　
砲
雷
長
「
．．．
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
だ
と
報
告
し
ろ
!
そ
れ
と
今
す
ぐ
コ
イ
ツ
を
Ｃ
Ｉ
Ｃ
か
ら
叩
き

出
せ
!
」

　
Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
「
了
解
」

　
結
衣
艦
橋

　
明
「
あ
い
つ
、
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
打
ち
や
が
っ
た
、」

　
通
信
員
「
艦
長
、
あ
の
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ｏ
Ｃ
は
ど
う
や
ら
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
み
た
い
で
す
」

　
明
「
そ
う
か
．．．」

　
晴
風
艦
橋

　
真
白
「
何
だ
!?
」

　
明
乃
「
何
あ
れ
?
墳
進
魚
雷
?
」

　
ミ
ー
ナ
「
い
や
．．．
違
う
」

　
飛
鳥
Ｃ
Ｉ
Ｃ

　
砲
雷
長
「
Ｃ
Ｉ
Ｃ
艦
橋
、
艦
長
、
魚
雷
の
自
爆
を
進
言
し
ま
す
」

　
優
希
「
．．．
艦
橋
Ｃ
Ｉ
Ｃ
、
魚
雷
そ
の
ま
ま
、
指
示
を
待
て
」

　
砲
雷
長
「
!?
．．．
了
解
．．．」

　
結
衣
艦
橋
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明
「
．．．
航
空
機
発
艦
中
止
、
発
艦
可
能
状
態
の
ま
ま
現
状
待
機
だ
」

　
凛
「
了
解
〜
」

　
飛
鳥
艦
橋
「
今
だ
!
魚
雷
を
自
爆
さ
せ
ろ
!
」

　
砲
雷
長
「
了
解
!
」
ピ
ッ
!

　
ド
ォ
ォ
ー
ン
!

　
優
希
「
ソ
ナ
ー
、
潜
水
艦
の
様
子
は
」

　
ソ
ナ
ー
マ
ン
「
海
流
が
乱
れ
て
少
し
し
か
探
知
で
き
ま
せ
ん
が
潜
水
艦
か
ら
圧
縮
空
気
音
、
急
速
浮

上
中
の
模
様
」

　
優
希
「
晴
風
及
び
結
衣
に
通
達
、
現
時
刻
を
も
っ
て
当
海
域
よ
り
離
脱
す
る
我
に
続
け
」

　
通
信
員
「
了
解
」

　
結
衣
艦
橋

　
通
信
員
（
艦
長
、
旗
艦
飛
鳥
よ
り
通
信
、
現
時
刻
を
も
っ
て
当
海
域
よ
り
離
脱
す
る
我
に
続
け
、
で

す
）

　
明
「
分
か
っ
た
、
総
員
に
次
ぐ
、
現
時
刻
を
も
っ
て
当
海
域
よ
り
離
脱
す
る
!
」

　
晴
風
艦
橋

　
慧
（
艦
長
、
飛
鳥
よ
り
通
信
を
受
信
し
ま
し
た
）

　
明
乃
「
読
み
上
げ
て
」
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慧
「
は
い
、
現
時
刻
を
も
っ
て
当
海
域
よ
り
離
脱
す
る
我
に
続
け
、
で
す
」

　
明
乃
「
分
か
っ
た
、
鈴
ち
ゃ
ん
進
路
変
針
、
飛
鳥
に
続
い
て
」

　
鈴
「
り
、
了
解
!
」
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第
６
話
　
会
見
そ
し
て
．．．

　　
晴
風
及
び
飛
鳥
、
結
衣
は
潜
水
艦
と
の
戦
闘
を
終
え
た
後
、
優
希
と
明
は
ス
キ
ッ
パ
ー
に
て
晴
風
へ

と
向
か
っ
た

　
晴
風
甲
板
上

　
明
乃
「
あ
の
２
隻
の
艦
長
さ
ん
が
来
る
っ
て
言
っ
て
た
け
ど
、
ど
ん
な
人
だ
ろ
う
ね
」

　
真
白
「
分
か
ら
ん
、
武
蔵
並
み
の
艦
艇
な
ん
だ
、
相
当
優
秀
な
人
達
な
ん
だ
ろ
う
」

　
幸
子
「
そ
う
で
し
ょ
う
か
」

　
明
乃
「
あ
、
来
た
!
」

　
明
乃
た
ち
が
少
し
話
を
し
て
い
る
と
優
希
た
ち
が
ラ
ッ
タ
ル
を
上
が
っ
て
く
る

　
優
希
「
私
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
の
秋
月
女
子
海
洋
学
校
所
属
防
空
戦
艦
飛
鳥
艦
長
、
天
野
優
希
で

す
」

　
明
「
同
じ
く
秋
月
女
子
海
洋
学
校
所
属
航
空
戦
艦
結
衣
艦
長
の
小
笠
原
明
だ
」

　
明
乃
「
私
は
日
本
の
横
須
賀
女
史
海
洋
学
校
所
属
航
洋
艦
晴
風
艦
長
岬
明
乃
で
す
」

　
真
白
「
私
は
副
長
の
宗
谷
真
白
だ
」

　
幸
子
「
記
録
委
員
の
納
沙
幸
子
で
す
」
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優
希
「
ど
う
も
．．．
そ
ち
ら
の
方
は
?
」

　
ミ
ー
ナ
「
わ
し
は
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ミ
ー
ナ
・
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
・
イ
ン
ゲ
ノ
ー
ル
・
フ
リ
ー

デ
ブ
ル
ク
じ
ゃ
、
長
い
か
ら
ミ
ー
ナ
と
呼
ん
で
く
れ
」

　
優
希
「
分
か
り
ま
し
た
、
で
は
今
ま
で
に
貴
方
た
ち
に
起
き
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か
?
」

　
明
乃
「
わ
か
り
ま
し
た
、
で
は
教
室
に
案
内
し
ま
す
」

　
〜
少
女
説
明
中
〜

　
明
乃
「
．．．
と
言
う
こ
と
で
す
」

　
優
希
「
そ
う
か
．．．」

　
明
「
や
っ
ぱ
り
な
」

　
明
乃
「
え
?
」

　
真
白
「
や
っ
ぱ
り
と
は
?
」

　
優
希
「
君
た
ち
が
教
員
艦
に
攻
撃
さ
れ
て
た
時
の
衛
星
映
像
を
本
国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
ん
だ
」

　
明
「
そ
れ
で
、
君
た
ち
を
保
護
し
て
日
本
ま
で
無
事
に
送
り
届
け
ろ
っ
て
い
う
命
令
を
受
け
た
ん
だ
」

　
明
乃
「
そ
れ
じ
ゃ
ぁ
．．．」

　
優
希
「
あ
ぁ
、
君
た
ち
に
は
我
々
が
つ
い
て
い
る
、
そ
れ
に
、
外
国
の
艦
艇
が
一
緒
に
い
る
ん
だ
、
ま

す
ま
す
攻
撃
し
に
く
く
な
る
」

　
明
乃
「
ど
う
い
う
こ
と
?
」
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ミ
ー
ナ
「
つ
ま
り
、
外
国
の
艦
船
が
い
て
、
も
し
攻
撃
が
当
た
っ
て
し
ま
っ
た
ら
国
際
問
題
に
発
展

し
か
ね
な
い
か
ら
だ
」

　
明
「
そ
う
い
う
こ
っ
た
」

　
明
乃
「
よ
か
っ
た
ぁ
ー
、
じ
ゃ
ぁ
早
速
こ
の
こ
と
を
み
ん
な
に
知
ら
せ
て
く
る
ね
」

　
一
連
の
話
を
聞
い
た
優
希
た
ち
は
今
後
の
こ
と
を
話
し
た
後
自
分
た
ち
の
艦
に
戻
っ
て
い
っ
た

　
だ
が
、
優
希
た
ち
は
次
の
日
に
大
変
な
こ
と
に
気
づ
く

　
翌
朝
．．．

　
媛
萌
「
お
米
が
１
２
０
ｋ
ｇ
、
缶
詰
肉
が
１
０
箱
．．．」

　
百
々
「
ま
だ
ま
だ
余
裕
っ
す
ね
〜
」

　
媛
萌
た
ち
が
備
蓄
物
資
の
確
認
し
て
い
っ
て
る
中

　
百
々
「
あ
れ
?
、
っ
!?
」

　
媛
萌
「
ど
う
し
た
の
?
」

　
百
々
が
一
つ
の
段
ボ
ー
ル
箱
に
気
づ
き
中
を
確
認
す
る
と
そ
の
中
身
は
空
で

　
段
ボ
ー
ル
箱
の
側
面
に
は
ロ
ー
ル
の
絵
、
つ
ま
り
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ

　
こ
の
状
態
は
、
飛
鳥
や
結
衣
の
方
で
も
起
き
て
い
た

　
優
希
「
横
須
賀
ま
で
ど
の
く
ら
い
だ
?
」

　
亜
紀
「
巡
航
速
度
の
ま
ま
で
い
く
と
約
２
６
時
間
で
す
」
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優
希
「
そ
う
ｋ
「
艦
長
!
た
、
大
変
で
す
!
」、
ど
う
し
た
?
」

　
主
計
科
「
そ
れ
が
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
備
蓄
が
も
う
あ
り
ま
せ
ん
!
」

　
亜
紀
「
え
ぇ
!?
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
こ
の
前
イ
タ
リ
ア
へ
寄
港
し
た
時
に
一
杯
搭
載
し
た
は
ず

で
す
よ
ね
!?
」

　
主
計
科
「
そ
れ
が
、
ト
イ
レ
以
外
に
も
使
っ
て
る
子
た
ち
が
い
た
み
た
い
で
．．．」

　
通
信
員
「
艦
長
、
晴
風
よ
り
入
電
で
す
」

　
優
希
「
な
ん
て
言
っ
て
き
て
る
ん
だ
?
」

　
通
信
員
「（
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
か
お
金
は
あ
り
ま
す
か
?
）、
で
す
」

　
優
希
「
晴
風
も
か
!?
」

　
通
信
員
「
さ
ら
に
結
衣
か
ら
も
通
信
で
す
」

　
優
希
「
お
い
、
今
結
衣
"
か
ら
も
"
っ
て
言
っ
た
か
?
」

　
通
信
員
「
は
い
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
な
い
か
?
っ
て
聞
い
て
き
て
ま
す
」

　
優
希
「
全
艦
そ
ろ
っ
て
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
不
足
か
．．．」

　
亜
紀
「
何
人
か
を
こ
ち
ら
か
ら
近
く
の
場
所
ま
で
買
い
物
に
派
遣
し
た
ら
ど
う
で
す
か
?
」

　
優
希
「
そ
う
だ
な
、
応
急
班
か
ら
２
名
ほ
ど
送
れ
な
い
か
」

　
亜
紀
「
お
そ
ら
く
で
き
ま
す
よ
」

　
優
希
「
で
は
そ
う
し
て
く
れ
」
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亜
紀
「
分
か
り
ま
し
た
」
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第
７
話
　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
買
い
に
来
た
だ
け
な
の

に
．．．

　　
飛
鳥
艦
橋

　
亜
紀
「
艦
長
、
派
遣
す
る
２
人
を
連
れ
て
き
ま
し
た
」

　
エ
イ
ラ
「
応
急
班
所
属
の
西
沢
エ
イ
ラ
で
す
」

　
ア
リ
ー
「
同
じ
く
応
急
班
の
西
沢
ア
リ
ー
で
す
」

　
優
希
「
も
し
か
し
て
姉
妹
?
」

　
エ
イ
ラ
「
は
い
、
双
子
で
私
が
姉
に
な
り
ま
す
」

　
優
希
「
そ
う
か
、
で
は
晴
風
か
ら
も
数
名
が
買
い
出
し
に
行
く
み
た
い
な
の
で
君
た
ち
も
そ
れ
に
つ

い
て
行
っ
て
も
ら
い
た
い
」

　
エ
イ
ラ
・
ア
リ
ー
「
了
解
」

　
一
方
晴
風
で
は

　
晴
風
艦
橋

　
明
乃
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
私
と
ミ
カ
ン
ち
ゃ
ん
、
ヒ
メ
ち
ゃ
ん
に
み
な
み
さ
ん
と
で
買
い
出
し
に
行
っ
て

く
る
か
ら
晴
風
を
お
願
い
ね
シ
ロ
ち
ゃ
ん
」
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真
白
「
艦
長
、
副
長
も
し
く
は
宗
谷
さ
ん
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
」

　
幸
子
「
副
長
は
そ
れ
ば
っ
か
り
で
す
ね
」

　
真
白
「
艦
長
直
々
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ぺ
ー
パ
ー
の
買
い
出
し
と
は
．．．

　
幸
子
「
副
長
が
じ
ゃ
ん
け
ん
で
負
け
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
す
か
?
十
回
連
測
で
．．．」

　
真
白
「
あ
の
人
に
運
勝
負
（
じ
ゃ
ん
け
ん
）
を
挑
ん
だ
の
が
間
違
い
だ
っ
た
．．．」

　
幸
子
「
じ
ゃ
ん
け
ん
は
じ
ゃ
ん
け
ん
で
も
、
負
け
た
ほ
う
が
行
く
っ
て
こ
と
に
し
た
ほ
う
が
よ
か
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
?
」

　
真
白
「
．．．
も
っ
と
早
く
言
え
!
」

　
幸
子
「（
≧
∇
≦
）
き
ゃ
ー
コ
ワ
い
ー
」

　
芽
衣
「
そ
も
そ
も
副
長
っ
て
ス
キ
ッ
パ
ー
運
転
で
き
ん
の
?
」

　
鈴
「
さ
ぁ
．．．」

　
オ
ー
シ
ャ
ン
モ
ー
ル
四
国
沖
店

　
明
乃
「
や
っ
ぱ
り
飛
鳥
や
結
衣
の
方
で
も
よ
い
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
な
か
っ
た
ん
だ
」

　
美
甘
「
し
か
も
な
く
な
り
方
が
晴
風
（
う
ち
）
と
同
じ
」

　
エ
イ
ラ
「
そ
う
な
ん
だ
よ
〜
」

　
エ
リ
ー
「
そ
れ
よ
り
も
、
あ
れ
そ
の
ま
ま
で
い
い
の
?
」

　
明
乃
「
あ
ぁ
．．．
あ
れ
は
．．．」
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媛
萌
「
あ
ぁ
〜
こ
ん
な
に
道
具
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
〜
」

　
美
波
「
い
や
、
そ
ろ
そ
ろ
連
れ
て
こ
な
い
と
時
間
が
無
く
な
る
」

　
こ
の
１
時
間
後
、
明
乃
た
ち
は
ブ
ル
ー
マ
ー
メ
イ
ド
に
見
つ
か
り
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
し
ま
う
が
エ

イ
ラ
と
エ
リ
ー
だ
け
は
別
行
動
を
し
て
い
た
た
め
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
に
事
情

を
聞
き
晴
風
の
疑
い
を
晴
ら
す
た
め
に
来
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た

　
飛
鳥
艦
橋

　
優
希
「
．．．
あ
い
つ
等
遅
い
な
．．．」

　
亜
紀
「
そ
う
で
す
ね
、
そ
ろ
そ
ろ
戻
っ
て
き
て
も
お
か
し
く
は
な
い
ん
で
す
が
．．．」

　
優
希
「
だ
よ
な
、
っ
た
く
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
も
ど
っ
て
ｋ
（
レ
ー
ダ
ー
探
知
!
）
艦
橋
Ｃ
Ｉ
Ｃ
、
何

を
と
ら
え
た
?
」

（
艦
艇
を
と
ら
え
ま
し
た
、
感
４
、
２
隻
は
駆
逐
艦
ク
ラ
ス
も
う
２
隻
は
補
助
艦
艇
で
す
）

　
優
希
「
艦
名
は
分
る
か
?
」

（
補
助
艦
艇
は
明
石
と
間
宮
で
す
）

　
優
希
「
分
か
っ
た
、
総
員
戦
闘
用
意
、
相
手
が
撃
っ
て
く
る
ま
で
発
砲
禁
止
」

　
亜
紀
「
総
員
戦
闘
用
意
!
」

　
結
衣
艦
橋

　
明
「
な
ん
だ
な
ん
だ
?
こ
い
つ
ら
、
と
り
あ
え
ず
撃
た
れ
る
ま
で
撃
ち
返
す
な
よ
」
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砲
術
科
「
了
解
、
艦
橋
Ｃ
Ｉ
Ｃ
、
撃
っ
て
く
る
ま
で
発
砲
禁
止
だ
」

（
了
解
）

　
晴
風
艦
橋

　
マ
チ
コ
「
間
宮
明
石
及
び
護
衛
の
航
洋
艦
２
隻
、
右
７
０
度
２
０
０
（
フ
タ
マ
ル
マ
ル
）
こ
ち
ら
に

向
か
う
!
」

　
真
白
「
何
だ
と
!?
」

　
マ
チ
コ
「
あ
と
ブ
ル
ー
マ
ー
メ
イ
ド
の
哨
戒
艇
も
い
ま
す
!
」

　
鈴
「
ブ
ル
ー
マ
ー
メ
イ
ド
っ
て
私
た
ち
を
捕
ま
え
に
来
た
の
!?
」

　
真
白
「
何
に
し
ろ
、
今
ボ
イ
ラ
ー
の
日
を
落
と
し
て
る
か
ら
逃
げ
ら
れ
な
い
!
」

　
志
摩
「
カ
レ
ー
な
ん
か
食
っ
て
る
場
合
じ
ゃ
ね
ー
!
」

　
芽
衣
「
た
ま
、
ど
う
し
た
の
急
に
」

　
真
白
「
カ
レ
ー
っ
て
、
今
我
々
は
逃
げ
る
手
段
を
完
全
に
失
っ
て
る
ん
だ
ぞ
」

　
志
摩
「
何
言
っ
て
ん
だ
!
逃
げ
て
た
ま
る
か
!
攻
撃
だ
ー
!
」

　
芽
衣
「
お
、
お
う
、
撃
つ
、
撃
つ
ん
だ
．．．」

　
鈴
「
た
ま
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
急
に
」

　
志
摩
「
黙
れ
!
」

　
鈴
「
本
当
に
ど
う
し
ち
ゃ
っ
た
の
!?
」
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一
方
飛
鳥
で
は

　
優
希
「
?
な
ん
か
晴
風
が
騒
が
し
い
な
」

　
亜
紀
「
そ
う
で
す
ね
、
何
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
?
．．．
!
」

　
優
希
「
?
、
ど
う
し
た
?
」

　
亜
紀
「
艦
長
、
晴
風
の
乗
員
が
船
の
上
を
移
動
し
て
ま
す
」

　
優
希
「
そ
り
ゃ
ぁ
、
通
路
歩
け
ば
移
動
で
き
る
だ
ろ
」

　
亜
紀
「
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
乗
員
、
艦
橋
か
ら
魚
雷
発
射
管
の
上
を
移
動
し
て
る
ん
で
す
」

　
優
希
「
は
ぁ
!?
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
よ
!?
、
!
、
み
ん
な
伏
せ
ろ
!
」

　
晴
風
の
乗
員
が
発
砲
し
た
も
の
の
う
ち
２
発
が
飛
鳥
に
命
中
、
そ
の
１
発
が
エ
ク
ス
カ
リ
バ
ー
シ
ス

テ
ム
の
重
要
な
レ
ー
ダ
ー
に
命
中
し
一
部
が
使
用
不
能
に
な
っ
た

（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
艦
橋
!
１
番
レ
ー
ダ
ー
に
被
弾
!
使
用
不
能
!
）

　
優
希
「
何
だ
と
!?
」

　
見
張
り
員
１
「
晴
風
の
乗
員
が
先
の
乗
員
を
海
に
投
げ
飛
ば
し
ま
し
た
!
」

　
優
希
「
は
ぁ
!?
」

　
見
張
り
員
２
「
!
、
晴
風
の
乗
員
が
波
で
甲
板
上
に
戻
り
ま
し
た
!
」

　
優
希
「
な
ん
で
!?
」

　
亜
紀
「
さ
、
さ
ぁ
．．．」
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優
希
「
と
り
あ
え
ず
、
安
全
の
確
認
が
取
れ
た
ら
近
く
の
基
地
に
連
絡
を
入
れ
て
く
れ
、
工
作
艦
と

補
給
艦
の
派
遣
し
て
く
れ
っ
て
な
」

　
こ
の
す
ぐ
後
に
、
学
校
や
ブ
ル
ー
マ
ー
メ
イ
ド
が
晴
風
の
保
護
の
た
め
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
を
知

り
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た
た
め
近
く
の
基
地
に
補
給
艦
と
工
作
艦
の
派
遣
要
請
を
出
し
た
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第
８
話
　
補
給
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
過
去

　　
晴
風
が
保
護
さ
れ
修
理
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た

　
飛
鳥
も
先
の
件
で
の
損
傷
個
所
の
修
理
の
た
め
近
く
に
あ
っ
た
海
上
基
地
か
ら
戦
闘
補
給
艦
天
城

と
工
作
艦
が
送
ら
れ
て
来
る

　
飛
鳥
甲
板
上

　
優
希
「
防
空
戦
艦
飛
鳥
艦
長
の
天
野
優
希
で
す
」

　
亜
紀
「
同
じ
く
飛
鳥
副
長
の
轟
亜
紀
で
す
」

　
明
「
航
空
戦
艦
結
衣
艦
長
の
小
笠
原
明
だ
」

　
??
「
工
作
艦
赤
瀬
艦
長
の
ジ
ー
ク
リ
ン
デ
・
エ
レ
ク
ー
ル
で
す
」

　
??
「
私
は
戦
闘
補
給
艦
天
城
艦
長
の
ク
ロ
ス
フ
ィ
ー
ネ
・
ア
ラ
ン
で
す
、
早
速
で
す
が
、
飛
鳥
が
損

傷
し
た
の
は
ど
こ
か
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」

　
優
希
「
は
い
、
飛
鳥
が
被
弾
し
た
の
は
１
番
Ｓ
Ｐ
Ｙ
／
１
レ
ー
ダ
ー
が
使
用
不
能
で
他
は
左
舷
第
一

副
砲
の
旋
回
装
置
が
使
用
不
能
く
ら
い
で
す
」

　
ア
ラ
ン
「
結
衣
の
方
は
ど
う
で
す
か
?
」

　
明
「
う
ち
の
方
は
一
番
カ
タ
パ
ル
ト
が
故
障
し
た
く
ら
い
か
な
」
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ア
ラ
ン
「
エ
ル
さ
ん
、
在
庫
は
あ
り
ま
す
?
」

　
エ
レ
ク
ー
ル
「
あ
ぁ
、
も
ち
ろ
ん
な
ん
で
も
そ
ろ
っ
て
る
の
が
う
ち
の
一
番
の
売
り
だ
か
ら
な
」

　
晴
風
艦
橋

　
明
乃
「
飛
鳥
の
方
に
い
る
補
給
艦
は
な
ん
か
面
白
い
ね
」

　
真
白
「
何
か
あ
お
つ
き
型
教
員
艦
に
補
給
設
備
を
の
っ
け
た
よ
う
な
形
だ
な
」

　
幸
子
「
前
の
戦
争
で
起
き
た
こ
と
を
教
訓
に
し
て
、
補
給
艦
に
戦
闘
能
力
を
搭
載
し
た
見
た
い
で
す
」

　
ミ
ー
ナ
「
戦
争
だ
と
!?
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
は
戦
争
を
し
て
い
た
の
か
!?
」

　
幸
子
「
は
い
、
こ
の
資
料
に
よ
る
と
約
７
５
年
前
に
戦
争
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
当
時
に
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
皇
国
海
軍
の
連
合
艦
隊
旗
艦
を
し
て
い
た
の
が
、
今
こ
こ
に
い
る
航
空
戦
艦
結
衣
み
た
い
な
ん

で
す
」

　
芽
衣
「
え
!?
あ
の
艦
そ
ん
な
に
す
ご
い
こ
と
し
て
た
の
!?
」

　
幸
子
「
は
い
、
そ
も
そ
も
結
衣
は
就
役
当
初
は
あ
の
艦
影
じ
ゃ
な
か
っ
た
み
た
い
で
す
ね
」

　
明
乃
「
そ
う
な
の
?
」

　
幸
子
「
は
い
、
そ
の
当
時
の
艦
影
が
こ
れ
で
す
」

　
設
定
集
の
結
衣
の
後
部
を
最
上
型
初
期
の
を
想
像
し
て
く
だ
さ
い

　
明
乃
「
へ
ー
前
は
こ
ん
な
形
だ
っ
た
ん
だ
」

　
幸
子
「
で
す
が
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
沖
海
戦
と
い
う
戦
い
で
第
３
砲
塔
に
直
撃
を
受
け
て
第
４
砲
塔
の
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弾
薬
庫
に
も
誘
爆
、
３
番
砲
塔
か
ら
後
ろ
が
全
く
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
そ
う
で
す
」

　
真
白
「
ま
さ
か
、
こ
の
損
傷
を
き
っ
か
け
に
あ
の
姿
に
な
っ
た
の
か
?
」

　
幸
子
「
は
い
そ
の
よ
う
で
す
、
第
３
、
第
４
砲
塔
が
全
く
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
艦
後
部
を

改
造
し
て
あ
の
姿
に
な
っ
た
そ
う
で
す
」

　
明
乃
「
誘
爆
し
て
も
沈
ま
な
か
っ
た
の
は
す
ご
い
ね
!
」

　
芽
衣
「
じ
ゃ
ぁ
、
飛
鳥
の
方
は
?
」

　
幸
子
「
飛
鳥
の
方
は
、
戦
争
中
の
ア
ン
・
サ
ン
ト
レ
ア
沖
海
戦
で
当
時
の
第
２
艦
隊
の
対
空
戦
能
力

が
圧
倒
的
に
低
く
、
３
割
ほ
ど
の
艦
艇
を
喪
失
、
そ
れ
を
教
訓
に
対
空
能
力
を
高
め
イ
ー
ジ
ス
艦
に
も

勝
る
ほ
ど
の
防
空
能
力
を
求
め
た
結
果
、
あ
の
飛
鳥
が
就
役
し
た
そ
う
で
す
。」

　
真
白
「
じ
ゃ
ぁ
、
な
ぜ
戦
艦
に
防
空
能
力
を
搭
載
し
た
ん
だ
?
、
な
ら
巡
洋
艦
に
で
も
乗
せ
れ
ば
い

い
じ
ゃ
な
い
か
」

　
幸
子
「
そ
れ
は
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
が
．．．」

　
飛
鳥
艦
橋

　
亜
紀
「
艦
長
、
レ
ー
ダ
ー
及
び
第
一
副
砲
の
修
理
が
完
了
し
ま
し
た
、
そ
れ
と
、
横
須
賀
女
子
海
洋

学
校
よ
り
通
信
で
す
」

　
優
希
「
な
ん
て
来
て
る
ん
だ
?
」

　
亜
紀
「
貴
艦
隊
に
武
蔵
捜
索
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
」
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優
希
「
武
蔵
．．．
厄
介
な
奴
だ
な
．．．
明
、
結
衣
の
修
理
は
終
わ
っ
て
る
か
?
」

　
明
（
あ
ぁ
、
こ
っ
ち
は
修
理
完
了
だ
、
い
つ
で
も
出
港
で
き
る
）

　
優
希
「
わ
か
っ
た
」

　
飛
鳥
及
び
結
衣
の
乗
組
員
た
ち
は
晴
風
か
ら
の
赤
道
祭
へ
の
お
誘
い
を
も
ら
い
、
晴
風
が
修
理
中
、

皆
は
赤
道
祭
を
楽
し
ん
だ
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第
９
話
　
武
蔵
へ
の
接
近

　　
飛
鳥
艦
橋

　
優
希
「
明
、
先
行
さ
せ
た
偵
察
機
か
ら
の
情
報
は
?
」

　
明
（
偵
察
機
に
よ
る
と
、
武
蔵
周
辺
に
は
東
舞
鶴
海
洋
学
校
の
教
員
艦
だ
と
、
数
は
８
隻
）

　
優
希
「
そ
う
か
、
武
蔵
は
今
ど
ん
な
状
況
だ
?
」

　
明
（
武
蔵
は
何
も
な
い
ま
ま
巡
航
中
ｍ
．．．
ち
ょ
っ
と
待
て
、
こ
れ
は
!?
）

　
優
希
「
ど
う
し
た
?
」

　
明
（
武
蔵
が
東
舞
鶴
に
向
け
て
撃
っ
た
ぞ
!?
）

　
優
希
「
な
!?
偵
察
機
は
無
事
な
の
か
!?
」

　
明
（
あ
ぁ
、
さ
す
が
に
偵
察
機
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
み
た
い
だ
）

　
優
希
「
分
か
っ
た
、
晴
風
に
も
伝
え
て
そ
の
海
域
に
向
か
お
う
」

　
明
（
了
解
．．．
そ
う
い
え
ば
、
天
城
は
連
れ
て
い
く
か
?
）

　
優
希
「
そ
う
だ
な
、
少
し
で
も
火
力
が
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
ら
な
、
そ
っ
ち
か
ら
伝
え
と
い
て
く

れ
な
い
か
?
」

　
明
（
分
か
っ
た
）
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こ
の
こ
と
を
晴
風
や
天
城
に
も
伝
え
、
計
４
隻
で
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た

　
大
型
教
員
艦
あ
お
つ
き
艦
橋

　
教
頭
「
何
と
し
て
も
武
蔵
の
足
だ
け
で
も
止
め
な
け
れ
ば
、
墳
進
魚
雷
発
射
は
じ
め
!
」

　
墳
進
魚
雷
が
ち
ゃ
ん
と
発
射
さ
れ
た
か
と
思
っ
た
ら
明
後
日
の
方
向
に
飛
ん
で
い
き
艦
内
設
備
に

異
常
が
発
生
し
た

　
教
員
１
「
教
頭
!
増
援
艦
隊
と
の
通
信
が
途
絶
し
ま
し
た
!
」

　
教
員
２
「
デ
ー
タ
リ
ン
ク
も
止
ま
っ
て
ま
す
!
」

　
教
頭
「
何
だ
と
!?
ど
う
い
う
こ
と
だ
、
い
っ
た
い
」

　
教
員
１
「
着
弾
し
ま
す
!
」

　
ド
ォ
ォ
ン
!!

　　
飛
鳥
艦
橋

　
優
希
「
ク
ソ
!
、
間
に
合
わ
な
か
っ
た
か
!
」

　
明
（
優
希
!
戦
闘
機
を
発
艦
さ
せ
る
か
!?
）

　
優
希
「
や
め
と
け
!
下
手
し
た
ら
撃
ち
落
さ
れ
る
ぞ
!
」

　
明
（
じ
ゃ
ぁ
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
!
）

　
優
希
「
知
る
か
!
」
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晴
風
艦
橋

　
明
乃
「
う
そ
．．．」

　
幸
子
「
す
ご
い
．．．
凄
す
ぎ
ま
す
!
」

　
明
乃
「
私
、
行
っ
て
く
る
!
」

　
真
白
「
ま
、
待
て
!
」

　
飛
鳥
艦
橋

　
レ
ー
ダ
ー
員
（
艦
長
!
晴
風
か
ら
ス
キ
ッ
パ
ー
が
発
進
し
て
い
き
ま
す
!
）

　
優
希
「
何
?
」

　
見
張
り
員
「
ス
キ
ッ
パ
ー
に
搭
乗
し
て
い
る
の
は
晴
風
の
艦
長
で
す
!
」

　
優
希
「
え
!?
」

　
優
希
『
な
ん
で
岬
艦
長
が
．．．』

　
見
張
り
員
「
武
蔵
主
砲
旋
回
し
て
い
ま
す
!
」

　
レ
ー
ダ
ー
員
「
武
蔵
主
砲
発
砲
!
発
射
弾
数
六
つ
!
」

　
優
希
「
対
空
戦
闘
Ｃ
Ｉ
Ｃ
指
示
の
目
標
!
打
ち
方
は
じ
め
!
」

　
ミ
サ
イ
ル
長
「
対
空
戦
闘
Ｃ
Ｉ
Ｃ
指
示
の
目
標
シ
ー
ス
パ
ロ
ウ
発
射
は
じ
め
!
」

　
晴
風
艦
橋

　
慧
「
武
蔵
の
主
砲
弾
数
六
つ
、
こ
ち
ら
に
来
ま
す
!
」
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真
白
「
回
避
行
動
!
」

　
慧
「
!
主
砲
弾
が
六
つ
か
ら
一
つ
に
減
り
ま
し
た
!
」

　
志
摩
「
３
４
０
の
６
０
」

　
芽
衣
「
撃
つ
ん
だ
、
や
っ
ぱ
り
撃
っ
ち
ゃ
う
ん
だ
!
」

　
志
摩
「
弾
で
、
弾
を
撃
つ
．．．」

　
光
「
３
４
０
度
仰
角
６
０
に
備
え
!
」

　
美
知
留
「
砲
塔
回
す
．．．
は
い
回
し
た
３
４
０
度
!
」

　
順
子
「
バ
キ
ュ
ン
と
い
く
よ
!
」

　　
レ
ー
ダ
ー
員
（
敵
弾
一
発
落
と
し
損
ね
ま
し
た
!
）

　
優
希
「
ク
ソ
!
速
射
砲
は
!?
」

　
砲
雷
長
（
こ
こ
か
ら
じ
ゃ
間
に
合
い
ま
せ
ん
!
）

　
優
希
「
と
り
あ
え
ず
撃
て
!
」

　
砲
雷
長
（
了
解
!
）

　
レ
ー
ダ
ー
員
（
艦
長
!
晴
風
が
敵
弾
に
向
け
て
射
撃
開
始
し
ま
し
た
!
）

　
優
希
「
何
と
し
て
も
撃
ち
落
せ
!
」

　
ド
ォ
ォ
ン
!
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優
希
「
や
っ
た
か
!?
」

　
レ
ー
ダ
ー
員
（
晴
風
の
砲
撃
に
よ
り
敵
弾
撃
墜
!
）

　
優
希
「
え
!?
」

　
亜
紀
「
晴
風
が
!?
」

　
見
張
り
員
「
艦
長
!
ス
キ
ッ
パ
ー
の
岬
艦
長
が
海
に
落
ち
ま
し
た
!
」

　
優
希
「
何
?
Ｓ
Ｈ
発
艦
用
意
!
準
備
出
来
次
第
発
艦
、
岬
艦
長
の
救
助
に
当
た
れ
!
」

　
管
制
員
「
了
解
!
」
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休
話
　
①
　

　　
飛
鳥
艦
長
室

　
飛
鳥
艦
長
室
は
優
希
の
私
室
で
広
さ
は
８
畳
分
の
広
さ
が
あ
る

　
そ
し
て
今
優
希
が
何
し
て
い
る
か
と
言
う
と
、「
Ａ
Ｃ
Ｅ
　
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｔ
　
５
」
と
言
う
映
画
を
見

て
い
る

（
こ
の
世
界
で
は
エ
ー
ス
コ
ン
バ
ッ
ト
は
映
画
と
な
っ
て
お
り
オ
ー
シ
ア
な
ど
の
国
名
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
皇
国
な
ど
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
）

　
ニ
カ
ノ
ー
ル
﹇
エ
イ
ル
艦
隊
の
諸
君
、
私
は
エ
イ
ル
共
和
国
連
邦
の
元
首
ニ
カ
ノ
ー
ル
だ
、
私
は

今
．．．
ケ
ス
ト
レ
ル
か
?
﹈

　
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
艦
長
﹇
Ｙ
ｅ
ｓ
　
ケ
ス
ト
レ
ル
﹈

　
ニ
カ
ノ
ー
ル
﹇
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
海
軍
ケ
ス
ト
レ
ル
艦
上
に
い
る
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
と
エ
イ
ル
両
国
の

関
係
を
改
善
す
る
た
め
だ
﹈

　
エ
イ
ル
艦
隊
司
令
官
﹇
エ
イ
ル
艦
隊
各
艦
に
次
ぐ
、
元
首
ニ
カ
ノ
ー
ル
は
敵
に
着
い
た
、
こ
れ
を
敵

と
認
定
し
敵
艦
諸
共
海
中
に
沈
っ
せ
し
め
よ
!
﹈

　
ピ
ョ
ム
ラ
ク
艦
長
﹇
お
言
葉
で
す
が
司
令
官
、
仮
に
も
元
首
の
お
言
葉
で
す
、
攻
撃
の
中
止
を
!
﹈
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ピ
ョ
ム
ラ
ク
艦
長
は
そ
う
い
う
と
エ
イ
ル
艦
隊
の
前
に
出
て
き
て
進
路
を
塞
い
だ

　
エ
イ
ル
艦
隊
司
令
官
﹇
我
に
従
う
艦
は
進
路
を
塞
ぐ
ピ
ョ
ム
ラ
ク
を
撃
沈
せ
よ
!
、
撃
ち
方
始
め
!
﹈

　
砲
撃
が
始
ま
っ
た
す
ぐ
あ
と
に
ピ
ョ
ム
ラ
ク
は
弾
薬
庫
に
直
撃
を
受
け
海
中
に
沈
ん
だ

　
グ
ム
ラ
ク
艦
長
﹇
こ
ち
ら
栄
え
あ
る
エ
イ
ル
艦
隊
ミ
サ
イ
ル
駆
逐
艦
グ
ム
ラ
ク
、
同
胞
の
撃
沈
を
命

令
し
た
艦
隊
司
令
と
は
行
動
を
共
に
で
き
な
い
、
我
々
は
ニ
カ
ノ
ー
ル
首
相
を
守
る
、
賛
同
す
る
艦
は

我
に
従
え
﹈

　
エ
イ
ル
艦
隊
司
令
官
﹇
旗
艦
に
従
わ
な
い
艦
は
撃
沈
す
る
!
﹈

　
映
画
が
途
中
の
と
こ
ろ
で
ド
ア
か
ら
ノ
ッ
ク
し
た
音
が
聞
こ
え
る

　
ド
ン
ド
ン

　
優
希
「
ん
?
誰
だ
ろ
う
．．．
誰
だ
?
」

　
明
「
俺
だ
、
明
だ
。
後
晴
風
の
艦
橋
要
員
が
来
て
る
ぞ
」

　
優
希
「
晴
風
の
?
．．．
ど
う
ぞ
」

　
明
「
邪
魔
す
る
ぞ
ー
」

　
明
乃
「
お
邪
魔
し
ま
す
」

　
真
白
「
失
礼
し
ま
す
」

　
幸
子
「
お
邪
魔
し
ま
す
ね
」

　
芽
依
「
お
邪
魔
し
ま
ー
す
!
」
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志
麻
「
お
．．．
じ
ゃ
ま
．．．
し
ま
す
」

　
優
希
「
明
は
こ
れ
を
見
に
来
た
ん
だ
ろ
う
け
ど
、
明
乃
さ
ん
達
は
ど
う
し
た
の
?
」

　
明
乃
「
そ
れ
が
ね
、
こ
の
前
武
蔵
の
上
空
を
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
飛
ん
で
っ
た
の
は
何
か
な
っ
て
気
に

な
っ
て
て
」

　
真
白
「
あ
れ
は
一
体
何
な
ん
だ
?
日
本
や
ア
メ
リ
カ
で
す
ら
無
い
も
の
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
が
持
っ
て

い
る
か
ら
気
に
な
っ
た
ん
だ
」

　
優
希
「
あ
れ
か
、
あ
れ
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
が
世
界
で
唯
一
水
素
や
ヘ
リ
ウ
ム
を
使
わ
ず
に
空
を

飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
も
の
だ
」

　
幸
子
「
水
素
や
ヘ
リ
ウ
ム
を
使
わ
ず
に
空
を
飛
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
か
!?
」

　
優
希
が
水
素
や
ヘ
リ
ウ
ム
を
使
わ
ば
い
と
言
っ
た
途
端
幸
子
か
食
い
つ
い
て
く
る

　
優
希
「
あ
．．．
あ
ぁ
」

　
明
「
に
し
て
も
優
希
、
お
前
結
構
古
い
の
見
て
る
な
ぁ
エ
ー
ス
コ
ン
バ
ッ
ト
５
だ
ろ
こ
れ
、
何
年
前

の
だ
よ
」

　
優
希
「
１
０
年
前
の
や
つ
だ
よ
、
別
に
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

　
明
乃
「
ね
、
ね
ぇ
優
希
さ
ん
」

　
優
希
「
ん
?
ど
う
し
た
の
?
」

　
明
乃
「
そ
の
映
画
、
私
も
見
て
も
い
い
か
な
?
な
ん
か
す
ご
く
気
に
な
っ
て
て
」
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優
希
「
僕
は
別
に
構
わ
な
い
け
ど
、
後
ろ
の
４
人
は
ど
う
す
る
?
」

　
真
白
「
私
も
気
に
な
る
か
ら
み
た
い
な
」

　
幸
子
「
私
も
す
っ
ご
く
み
た
い
で
す
!
」

　
芽
依
「
私
も
私
も
!
」

　
志
麻
「
う
ぃ
．．．」

　
優
希
「
途
中
か
ら
で
も
い
い
か
?
」

　
明
乃
「
う
ん
、
大
丈
夫
だ
よ
」

　
優
希
「
わ
か
っ
た
、
明
も
い
い
か
?
」

　
明
「
あ
ぁ
、
俺
は
全
然
構
わ
な
い
ぜ
」

　
優
希
「
了
解
」

　
優
希
は
皆
に
途
中
か
ら
で
も
大
丈
夫
か
聞
き
大
丈
夫
と
来
た
の
で
一
時
停
止
し
て
い
た
映
画
を
再

生
し
た
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休
話
②

　　
ケ
ス
ト
レ
ル
乗
員
１
﹇
先
ほ
ど
の
作
戦
は
成
功
し
た
、
ニ
カ
ノ
ー
ル
首
相
は
先
ほ
ど
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

の
首
相
官
邸
に
ヘ
リ
で
移
送
中
だ
、
本
艦
は
現
在
母
港
に
帰
港
中
で
あ
ｒ
﹈

　
ド
ォ
ォ
ン
!

　
ケ
ス
ト
レ
ル
乗
員
２
﹇
な
ん
だ
!?
﹈

　　
ケ
ス
ト
レ
ル
Ｃ
Ｉ
Ｃ

　
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
艦
長
﹇
何
が
起
き
た
?
﹈

　
Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
１
﹇
突
然
海
面
か
ら
対
艦
ミ
サ
イ
ル
が
出
現
、
す
ぐ
に
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
を
起
動
さ
せ
ま
し
た

が
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。﹈

　
Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
２
﹇
右
舷
第
９
か
ら
第
１
１
区
画
に
浸
水
現
在
排
水
作
業
中
で
す
﹈

　
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
艦
長
﹇
排
水
作
業
を
急
が
せ
ろ
、
待
機
室
に
連
絡
、
ラ
ー
ズ
グ
リ
ー
ズ
隊
は
直
ち
に

発
艦
、
空
中
に
退
避
せ
よ
﹈

　
Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
１
﹇
了
解
、
ラ
ー
ズ
グ
リ
ー
ズ
隊
は
直
ち
に
発
艦
、
空
中
に
退
避
せ
よ
、
繰
り
返
す
．．．﹈

　
ケ
ス
ト
レ
ル
航
空
要
員
待
機
室
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Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
１
（
ラ
ー
ズ
グ
リ
ー
ズ
隊
は
直
ち
に
発
艦
、
空
中
に
退
避
せ
よ
、
繰
り
返
す
、
ラ
ー
ズ

グ
リ
ー
ズ
隊
は
直
ち
に
発
艦
、
空
中
に
退
避
せ
よ
）

　
ラ
ー
ズ
グ
リ
ー
ズ
隊
隊
長
﹇
行
く
ぞ
!
﹈

　
隊
員
達
﹇
お
う
!
﹈

　
ケ
ス
ト
レ
ル
Ｃ
Ｉ
Ｃ

　
Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
１
﹇
対
艦
ミ
サ
イ
ル
第
２
波
接
近
!
﹈

　
Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
２
﹇
弾
幕
を
も
っ
と
張
れ
!
﹈

　
Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
３
﹇
ダ
メ
で
す
!
命
中
し
ま
す
!
﹈

　
ド
ォ
ォ
ン
!

　
Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
１
﹇
第
６
か
ら
第
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
命
中
!
浸
水
発
生
!
﹈

　
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
艦
長
﹇
復
旧
を
急
げ
﹈

　
Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
２
﹇
ダ
メ
で
す
!
排
水
不
能
!
傾
斜
し
て
い
き
ま
す
、
艦
が
沈
み
ま
す
!
﹈

　
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
艦
長
﹇
発
艦
を
急
が
せ
ろ
﹈

　
Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
１
﹇
で
も
!
﹈

　
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
艦
長
﹇
発
艦
だ
け
は
ま
っ
と
う
し
ろ
、
射
出
要
員
を
除
く
乗
組
員
は
退
艦
急
げ
!
﹈

　
ケ
ス
ト
レ
ル
飛
行
甲
板

　
射
出
要
員
１
﹇
発
艦
だ
け
は
何
と
し
て
で
も
や
る
ぞ
、
カ
タ
パ
ル
ト
が
壊
れ
て
も
構
う
も
ん
か
!
﹈
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射
出
要
員
２
﹇
機
体
発
艦
位
置
へ
の
移
動
完
了
!
﹈

　
隊
長
﹇
こ
ち
ら
ラ
ー
ズ
グ
リ
ー
ズ
１
、
発
艦
準
備
完
了
、
発
艦
許
可
願
う
﹈

　
Ｃ
Ｉ
Ｃ
要
員
１
（
こ
ち
ら
Ｃ
Ｉ
Ｃ
、
発
艦
許
可
）

　
隊
長
﹇
了
解
、
ラ
ー
ズ
グ
リ
ー
ズ
１
、
発
艦
!
﹈

　
ケ
ス
ト
レ
ル
乗
組
員
た
ち
は
ラ
ー
ズ
グ
リ
ー
ズ
隊
が
発
艦
が
完
了
し
た
の
と
同
時
に
ケ
ス
ト
レ
ル

を
離
れ
た

（
こ
こ
か
ら
先
は
エ
ー
ス
コ
ン
バ
ッ
ト
５
の
あ
の
シ
ー
ン
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
聞
き
な
が
ら
の
ほ
う
が
い
い
で

す
）

　
ケ
ス
ト
レ
ル
乗
組
員
﹇
潜
水
艦
撃
沈
!
﹈

　
ケ
ス
ト
レ
ル
乗
組
員
﹇
や
っ
た
ぜ
!
﹈

　
ケ
ス
ト
レ
ル
乗
組
員
﹇
ざ
ま
ぁ
み
ろ
!
﹈

　
ケ
ス
ト
レ
ル
乗
組
員
﹇
沈
む
、
船
が
沈
む
ぞ
ぉ
!
﹈

　
そ
の
声
を
聴
い
て
ケ
ス
ト
レ
ル
の
方
を
向
く
と
、
右
舷
艦
首
か
ら
沈
ん
で
艦
尾
を
持
ち
上
げ
る
ケ
ス

ト
レ
ル
の
姿
が
あ
り
、
そ
れ
を
見
た
乗
組
員
た
ち
は
無
言
で
敬
礼
を
す
る
も
の
や
、
涙
を
流
し
な
が
ら

敬
礼
す
る
者
い
た

　
ケ
ス
ト
レ
ル
副
長
﹇
ケ
ス
ト
レ
ル
が
．．．
沈
み
ま
す
．．．﹈

　
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
艦
長
﹇
．．．
負
け
続
け
の
私
だ
が
、
今
度
は
私
の
勝
ち
だ
﹈
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副
長
﹇
．．．
え
?
﹈

　
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
艦
長
﹇
見
た
ま
え
、
彼
ら
は
無
事
に
飛
び
立
っ
た
、
そ
れ
が
私
の
勝
ち
だ
．．．
彼
ら

が
飛
び
続
け
て
い
る
限
り
私
の
負
け
は
な
い
、
そ
し
て
い
つ
ま
で
も
飛
び
続
け
る
だ
ろ
う
﹈

　
そ
の
あ
と
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ま
で
見
た
後
テ
レ
ビ
を
消
し
明
か
り
を
つ
け
た

　
優
希
「
ふ
ぅ
、
ど
う
だ
っ
た
?
」

　
明
「
俺
も
久
し
ぶ
り
に
見
た
わ
エ
ー
ス
コ
ン
バ
ッ
ト
、
こ
れ
っ
て
あ
の
戦
争
の
時
を
出
し
て
る
ん
だ

ろ
?
」

　
真
白
「
あ
の
戦
争
?
」

　
明
乃
「
あ
の
戦
争
っ
て
?
」

　
優
希
「
あ
ぁ
、
君
た
ち
が
知
ら
な
い
の
は
無
理
も
な
い
か
、
こ
の
映
画
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
よ
」

　
真
白
「
こ
れ
は
は
本
当
に
あ
っ
た
戦
争
を
映
画
に
し
て
い
る
の
か
!?
」

　
明
「
そ
う
だ
ぞ
、
な
に
せ
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
海
軍
は
約
４
割
の
戦
力
を
喪
失
し
た
か
ら
な
ぁ
」

　
明
乃
「
て
こ
と
は
、
あ
の
ケ
ス
ト
レ
ル
も
．．．」

　
優
希
「
あ
ぁ
、
本
当
に
沈
ん
だ
よ
、
で
も
今
は
２
代
目
が
い
る
と
思
う
け
ど
．．．」

　
い
ろ
い
ろ
と
話
し
し
ば
ら
く
し
た
ら
明
乃
た
ち
は
晴
風
に
戻
っ
て
い
っ
た

　
明
「
そ
う
い
え
ば
、
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
艦
長
の
名
前
が
こ
の
前
就
役
し
た
原
子
力
空
母
に
つ
い
た
ら
し

い
ぞ
」
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優
希
「
へ
ぇ
ー
、
艦
名
は
そ
の
ま
ま
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
か
?
」

　
明
「
ち
ょ
っ
と
惜
し
い
か
な
、
名
前
は
﹇
ア
ド
ミ
ラ
ル
・
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
﹈
だ
と
よ
」

　
優
希
「
へ
ぇ
、
見
た
目
は
?
」

　
明
「
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
フ
ォ
ー
ド
級
と
同
じ
だ
っ
た
よ
」

　
優
希
「
な
る
ほ
ど
．．．」
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第
１
０
話
　
な
ん
だ
こ
れ
?

　　
飛
鳥
艦
橋

　
優
希
「
明
乃
艦
長
の
方
は
ど
う
だ
?
」

　
亜
紀
「
は
い
、
救
助
隊
が
ス
キ
ッ
パ
ー
と
共
に
回
収
し
晴
風
へ
移
送
し
ま
し
た
若
干
の
体
温
の
低
下

が
み
ら
れ
ま
す
が
命
に
別
状
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。」

　
優
希
「
そ
う
か
、
な
ら
良
か
っ
た
よ
、
う
ち
ら
に
被
害
と
か
あ
る
か
?
」

　
亜
紀
「
天
城
が
至
近
弾
で
装
甲
板
が
若
干
へ
こ
ん
だ
く
ら
い
で
す
」

　
優
希
「
と
に
か
く
、
被
害
が
な
く
て
良
か
っ
た
」

　
亜
紀
「
あ
と
艦
長
、
機
関
室
か
ら
通
信
が
．．．」

　
優
希
「
機
関
室
か
ら
?
分
か
っ
た
．．．
艦
橋
機
関
室
、
艦
長
だ
．．．
何
が
あ
っ
た
?
」

　
機
関
員
１
（
艦
長
!
ど
ど
ど
、
ど
う
し
よ
う
!
）

　
優
希
「
ど
．．．
ど
う
し
た
?
」

　
機
関
員
２
（
浅
和
機
関
長
が
フ
〇
ン
タ
と
間
違
え
て
ワ
イ
ン
飲
ん
じ
ゃ
っ
た
!
ど
う
し
よ
う
!
）

　
優
希
「
は
ぁ
!?
な
ん
で
そ
こ
に
ワ
イ
ン
が
!?
」

　
※
注
意
!
※
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こ
の
世
界
で
は
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
皇
国
が
高
校
生
（
１
６
歳
）
か
ら
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
す

　
現
実
で
は
普
通
に
法
律
違
反
な
の
で
お
酒
は
２
０
歳
を
超
え
て
か
ら
飲
酒
す
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
!

　
お
酒
は
２
０
歳
を
超
え
て
か
ら
飲
酒
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
!
（
大
事
な
こ
と
な
の
で
２
回
言

い
ま
し
た
）

　
浅
和
（
あ
ぁ
〜
か
ん
ち
ょ
〜
う
、
ど
う
し
た
ん
で
す
か
ぁ
〜
?
）

　
機
関
員
１
（
あ
ん
た
が
お
酒
飲
ん
だ
か
ら
報
告
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
!
）

　
機
関
員
２
（
て
か
、
な
ん
で
フ
〇
ン
タ
と
ワ
イ
ン
間
違
え
る
ん
で
す
か
!?
普
通
間
違
え
ま
せ
ん
よ
ね

!?
）

　
浅
和
（
ま
ち
が
え
ぇ
て
な
ん
か
ぁ
〜
な
い
よ
ぉ
〜
ち
ゃ
ぁ
ん
と
ぉ
〜
フ
〇
ン
タ
じ
ゃ
な
い
か
ぁ
〜
、

ウ
ィ
ッ
ク
ｗ
ｗ
）

　
機
関
員
１
（
ち
ょ
っ
と
機
関
長
!
も
う
飲
む
の
や
め
て
く
だ
さ
い
っ
て
!
）

　
機
関
員
２
（
艦
長
助
け
て
!
こ
の
人
も
う
止
め
ら
れ
ｎ
っ
て
ち
ょ
っ
と
な
ん
で
こ
っ
ち
に
く
る
ｎ
ム

グ
!?
）

　
浅
和
（
そ
ん
な
こ
と
い
っ
て
な
い
で
ぇ
〜
き
み
も
ぉ
〜
の
み
な
っ
て
ぇ
〜
）

　
機
関
員
１
（
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
!?
艦
長
!
助
け
て
!?
機
関
員
の
７
割
は
逃
が
し
た
け
ど
残
り
の
３
割
の
内

２
割
が
飲
ま
さ
れ
て
る
!
）
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優
希
「
わ
、
分
か
っ
た
、
今
か
ら
そ
っ
ち
に
行
く
、
亜
紀
、
僕
は
戻
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
復
帰

す
る
ま
で
君
に
飛
鳥
と
艦
隊
の
指
揮
を
一
任
す
る
よ
」

　
亜
紀
「
り
、
了
解
し
ま
し
た
．．．
お
気
を
つ
け
て
．．．」

　
優
希
「
う
ん
、
行
っ
て
き
ま
す
」

　
飛
鳥
機
関
室

　
優
希
「
．．．
な
ん
だ
こ
れ
?
」

　
機
関
員
３
「
か
、
艦
長
．．．」

　
優
希
「
さ
っ
き
連
絡
し
て
き
た
子
は
ど
う
し
た
?
」

　
機
関
員
４
「
ふ
に
ゃ
け
ま
し
た
．．．」

　
優
希
「
え
?
」

　
機
関
員
３
「
ふ
に
ゃ
け
ｍ
」

　
優
希
「
分
か
っ
て
る
．．．
分
か
っ
て
る
か
ら
．．．」

　
機
関
員
４
「
ど
う
な
さ
れ
る
ん
で
す
か
?
」

　
優
希
「
ち
ょ
っ
と
機
関
長
を
止
め
て
く
る
」

　
機
関
員
３
「
ち
ょ
っ
と
艦
長
!
」

　
優
希
は
そ
う
言
う
と
機
関
室
に
入
っ
て
い
っ
た

　
機
関
員
２
「
Ｚ
ｚ
ｚ
．．．」
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機
関
員
５
「
え
へ
へ
ぇ
〜
も
う
た
べ
ら
れ
ま
し
ぇ
ん
よ
ぉ
〜
（
寝
言
）」

　
機
関
員
１
「
ふ
に
ゃ
?
あ
ぁ
〜
か
ん
ち
ょ
ぉ
〜
ち
ょ
っ
と
き
ぃ
て
く
だ
さ
ぁ
い
よ
ぉ
〜
」

　
優
希
「
お
、
お
い
．．．
大
丈
夫
か
?
」

　
機
関
員
１
「
あ
ぁ
〜
き
か
ん
ち
ょ
〜
な
ら
ぁ
〜
あ
そ
こ
で
す
よ
ぉ
〜
Ｚ
ｚ
ｚ
．．．」

　
優
希
「
お
、
お
い
．．．
寝
ち
ゃ
っ
た
よ
．．．」

　
浅
和
「
あ
ぁ
〜
か
ん
ち
ょ
ぉ
〜
ち
ょ
っ
と
ぉ
き
ぃ
て
く
だ
さ
い
よ
ぉ
〜
」

　
優
希
「
な
ん
だ
、
な
に
か
思
う
こ
と
で
も
あ
る
の
か
?
」

　
浅
和
「
な
ん
で
ぇ
機
関
科
の
子
と
か
ぁ
〜
航
海
科
の
こ
と
ぉ
〜
砲
術
科
の
子
た
ち
は
ぁ
〜
彼
氏
が
ぁ

〜
い
る
ん
で
す
か
ね
ぇ
〜
し
か
も
ぉ
〜
か
ん
ち
ょ
ぉ
〜
!
」

　
優
希
「
?
、
な
ん
だ
?
」

　
浅
和
「
か
ん
ち
ょ
ぉ
も
〜
彼
氏
が
い
て
ぇ
〜
い
ぃ
で
す
よ
ね
ぇ
〜
」

　
優
希
「
!?
な
な
な
、
な
ん
で
そ
そ
、
そ
れ
を
!?
」

　
浅
和
「
そ
ん
な
の
ぉ
〜
し
ゅ
っ
こ
う
ま
え
に
ぃ
〜
あ
っ
て
る
の
を
ぉ
〜
み
ま
し
た
か
ら
ね
ぇ
〜
（
ニ

ヤ
ニ
ヤ
）」

　
優
希
「
う
ぅ
／
／
／
．．．（
も
じ
も
じ
）」

　
浅
和
「
ま
ぁ
ま
ぁ
〜
こ
れ
で
も
ぉ
の
ん
で
ぇ
く
だ
さ
い
よ
ぉ
〜
、
そ
れ
で
ぇ
〜
ど
う
な
ん
で
す
か
ぁ

〜
彼
氏
と
の
ぉ
〜
か
ん
け
い
は
ぁ
〜
」
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優
希
「
う
ぅ
．．．
そ
れ
は
．．．
そ
の
．．．
え
っ
と
．．．」

　
浅
和
「
ど
ぉ
な
ん
で
す
か
ぁ
〜
?
」

　
ど
う
な
の
か
聞
か
れ
た
後
渡
さ
れ
た
も
の
を
飲
ん
で
す
ぐ
に
酔
い
始
め
て
し
ま
う

　
優
希
「
う
ぅ
〜
．．．
あ
い
つ
は
、
最
初
僕
の
む
．．．
胸
を
見
て
き
て
．．．
い
き
な
り
も
ん
で
き
て
．．．

そ
の
．．．
／
／
／
」

　
浅
和
「
じ
ゃ
ぁ
〜
彼
氏
と
の
ぉ
〜
出
会
い
は
ぁ
〜
?
」

　
優
希
「
そ
れ
は
、
ち
．．．
中
学
を
卒
業
す
る
．．．
３
ヶ
月
前
．．．
あ
い
つ
か
ら
．．．
／
／
／
」

　
浅
和
「
そ
れ
は
ぁ
、
ど
ん
な
か
ん
じ
に
ぃ
〜
?
」

　
優
希
「
そ
れ
は
!
．．．
そ
の
．．．
／
／
／
学
校
の
教
室
で
．．．
あ
い
つ
が
い
き
な
り
．．．
抱
き
着
い

て
き
て
．．．
好
き
だ
．．．
付
き
合
っ
て
く
れ
っ
て
．．．
耳
元
に
ボ
ソ
っ
て
／
／
／
」

　
浅
和
「
お
ぉ
〜
そ
れ
は
い
ぃ
で
す
ね
ぇ
〜
私
も
ぉ
〜
彼
氏
が
ぁ
〜
で
き
た
ら
ぁ
〜
そ
ん
な
こ
と
し
て

も
し
い
な
ぁ
〜
、
ち
な
み
に
ぃ
、
か
れ
し
と
は
ぁ
〜
Ａ
（
抱
く
）
Ｂ
（
キ
ス
）
Ｃ
（
言
え
な
い
よ
!
）
の
ぉ

ど
こ
ま
で
ぇ
い
き
ま
し
た
か
ぁ
〜
?
」

　
優
希
「
ブ
フ
ッ
!
な
、
な
、
な
、
な
、
な
!!!
／
／
／
」

　
浅
和
「
ど
ぉ
な
ん
で
す
か
ぁ
〜
?
」

　
優
希
「
．．．
Ａ
」

　
こ
の
ま
ま
や
っ
て
る
と
ら
ち
が
明
か
な
い
の
で
こ
の
辺
に
し
ま
す
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約
４
時
間
後
、
機
関
室
．．．

　
浅
和
「
Ｚ
ｚ
ｚ
．．．」

　
優
希
「
Ｚ
ｚ
ｚ
ｚ
．．．（
ワ
イ
ン
の
ビ
ン
を
抱
い
て
る
状
態
）」

　
飲
ま
さ
れ
た
機
関
員
達
「
Ｚ
ｚ
ｚ
．．．」

　
亜
紀
「
．．．
な
ん
な
ん
で
す
か
．．．
こ
れ
」

　　
そ
の
後
、
お
酒
を
飲
ん
だ
人
た
ち
は
復
活
ま
で
に
４
日
か
か
っ
た
と
い
う
．．．
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第
１
１
話
　
機
雷
原

　　
飛
鳥
艦
橋

　
優
希
「
そ
ろ
そ
ろ
合
流
予
定
の
や
つ
ら
は
今
ど
こ
だ
?
」

　
亜
紀
「
本
艦
よ
り
１
５
０
ｋ
ｍ
程
の
距
離
を
こ
ち
ら
に
進
路
を
と
っ
て
航
行
中
で
す
、
合
流
予
定
の

艦
は
浅
霧
シ
リ
ー
ズ
の
浅
霧
と
大
波
で
す
ね
」

　
優
希
「
珍
し
い
な
、
そ
い
つ
ら
が
来
る
の
っ
て
」

　
明
（
全
く
だ
よ
な
）

　
優
希
「
お
前
、
い
つ
の
間
に
通
信
を
入
れ
て
た
ん
だ
?
」

　
明
（
今
さ
っ
き
だ
よ
、
あ
の
２
隻
を
こ
っ
ち
に
よ
こ
し
た
っ
て
こ
と
は
今
回
の
件
、
相
当
被
害
が
あ

る
み
た
い
だ
）

　
優
希
「
?
、
何
故
だ
?
」

　
明
（
行
方
不
明
の
艦
艇
が
１
０
隻
以
上
は
い
る
ん
だ
、
そ
の
中
に
う
ち
の
学
校
の
が
混
じ
っ
て
る
ん

だ
）

　
優
希
「
そ
れ
は
?
」

　
明
（
大
型
重
巡
洋
艦
鷹
月
だ
）
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優
希
「
．．．
そ
い
つ
は
厄
介
だ
な
」

　
ソ
ナ
ー
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
艦
橋
!
、
前
方
に
機
雷
原
!
総
数
不
明
!
）

　
優
希
「
全
艦
に
通
達
!
全
艦
後
進
い
っ
ぱ
い
!
」

　
ソ
ナ
ー
員
か
ら
と
通
報
を
受
け
直
ち
に
後
進
を
指
示
し
た
が
晴
風
は
後
進
し
て
い
た
が
間
に
合
わ

ず
機
雷
に
触
れ
て
し
ま
っ
た

　
優
希
「
し
か
も
こ
の
辺
の
機
雷
原
は
何
な
ん
だ
?
」

　
明
（
恐
ら
く
欧
州
で
戦
争
１
歩
手
前
ま
で
行
っ
た
時
代
に
敷
設
さ
れ
た
機
雷
だ
ろ
う
な
）

　
優
希
「
そ
う
い
え
ば
、
鷹
月
は
ど
の
辺
で
確
認
さ
れ
た
ん
だ
?
」

　
明
（
こ
の
近
く
で
確
認
さ
れ
た
の
は
確
か
な
ん
だ
が
．．．）

　
優
希
「
ま
ず
こ
の
機
雷
ど
も
を
処
理
し
な
い
と
な
浮
か
ん
で
る
の
は
ヘ
リ
に
ド
ア
ガ
ン
を
積
ん
で
上

か
ら
や
る
と
し
て
、
問
題
は
．．．」

　
明
（
海
中
の
か
?
）

　
優
希
「
そ
う
、
そ
れ
に
関
し
て
は
ボ
ー
ト
に
防
雷
具
を
繋
げ
て
海
面
に
浮
か
せ
る
し
か
な
い
な
」

　
ア
ナ
ウ
ン
ス
（
Ｓ
Ｈ
１
番
、
２
番
機
発
艦
用
意
、
海
域
の
機
雷
処
理
に
当
た
れ
、
繰
り
返
す
．．．）

　
機
長
１
「
や
っ
と
来
た
よ
出
番
が
!!
」

　
機
長
２
「
あ
た
し
ら
ほ
と
ん
ど
出
番
が
無
い
も
ん
ね
〜
」

　
機
長
１
「
偵
察
攻
撃
何
で
も
来
い
!
っ
て
の
が
私
達
の
モ
ッ
ト
ー
な
ん
だ
け
ど
ね
」
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機
長
２
「
偵
察
は
ご
も
っ
と
も
だ
け
ど
、
最
後
の
攻
撃
に
関
し
て
は
あ
ん
た
だ
け
だ
か
ら
ね
」

　
機
長
１
「
え
ぇ
ー
!?
嘘
!?
」

　
機
長
２
「
ほ
ん
と
ほ
ん
と
ｗ
」

　
整
備
員
「
あ
な
た
達
早
く
し
て
く
だ
さ
い
よ
!
」

　
機
長
２
「
わ
か
っ
た
ー
!
」

　
亜
紀
「
艦
長
、
機
雷
処
理
班
が
発
艦
し
ま
し
た
、
そ
し
て
晴
風
か
ら
ス
キ
ッ
パ
ー
が
発
進
し
ま
し
た
」

　
優
希
「
分
か
っ
た
、
今
は
何
事
も
無
け
れ
ば
い
い
が
．．．」

　
優
希
が
そ
う
言
っ
た
途
端
前
方
か
ら
処
理
し
た
音
で
は
な
い
爆
発
音
が
聞
こ
え
た

　
優
希
「
今
の
爆
発
は
!?
」

　
左
舷
見
張
り
員
「
前
方
の
機
雷
が
爆
発
!
ス
キ
ッ
パ
ー
が
巻
き
込
ま
れ
ま
し
た
!
」

　
優
希
「
機
雷
処
理
中
止
!
機
雷
処
理
中
の
Ｓ
Ｈ
は
晴
風
乗
組
員
の
救
助
に
当
た
れ
!
」

　
機
長
１
（
こ
ち
ら
シ
ー
ホ
ー
ク
１
了
解
）

　
機
長
２
（
シ
ー
ホ
ー
ク
２
了
解
）

　
こ
の
あ
と
晴
風
乗
組
員
２
名
を
救
出
し
晴
風
に
移
送
後
機
雷
を
処
理
し
、
飛
鳥
以
下
４
隻
は
無
事
に

機
雷
原
を
脱
し
た

　
優
希
「
こ
れ
で
行
方
不
明
艦
の
捜
索
に
行
け
る
な
」

　
亜
紀
「
そ
う
で
す
ね
、
こ
の
付
近
で
は
我
が
校
に
所
属
し
て
い
る
鷹
月
が
居
た
と
い
う
報
告
が
．．．」
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レ
ー
ダ
ー
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｃ
艦
橋
!
レ
ー
ダ
ー
探
知
、
本
艦
よ
り
１
０
時
方
向
距
離
１
５
０
ｋ
ｍ
の
海
上

に
不
明
艦
あ
り
）

　
優
希
「
そ
の
艦
が
何
か
分
か
る
か
?
」

　
レ
ー
ダ
ー
員
（
分
か
り
ま
し
た
、
秋
月
女
子
海
軍
高
等
学
校
所
属
Ａ
─
７
０
１
鷹
月
で
す
!
）
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第
１
２
話
　

　　
飛
鳥
艦
橋

　
優
希
「
鷹
月
．．．
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
た
の
か
」

　
亜
紀
「
え
ぇ
、
鷹
月
は
Ｖ
Ｌ
Ｓ
を
新
規
装
備
し
た
の
で
試
験
航
海
に
出
た
と
は
聞
い
て
ま
し
た

が
．．．」

　
晴
風
艦
橋

　
マ
チ
子
「
前
方
に
艦
影
、
初
め
て
見
る
型
で
す
!
」

　
明
乃
「
何
．．．
あ
れ
、
野
間
さ
ん
!
艦
首
の
所
属
番
号
は
?
」

　
マ
チ
子
「
Ａ
７
０
１
、
艦
首
番
号
は
Ａ
７
０
１
で
す
!
」

　
幸
子
「
Ａ
７
０
１
．．．
あ
!
、
あ
り
ま
し
た
!
」

　
明
乃
「
な
ん
て
艦
な
の
?
」

　
幸
子
「
艦
首
番
号
Ａ
７
０
１
大
型
重
巡
洋
艦
鷹
月
、
全
長
３
０
０
ｍ
、
全
幅
４
１
ｍ
、
基
準
排
水
量

５
１
０
０
０
ト
ン
、
武
装
が
３
０
．
５
ｃ
ｍ
連
装
砲
Ｃ
改
一
型
４
基
、
１
２
７
ｍ
ｍ
単
装
速
射
砲
４
基
、

Ｖ
Ｌ
Ｓ
が
１
５
０
セ
ル
、
航
空
機
３
機
搭
載
し
機
関
出
力
１
９
万
２
０
０
０
馬
力
を
発
揮
し
最
大
速
力

３
２
ノ
ッ
ト
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」
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明
乃
「
飛
鳥
と
同
じ
所
属
な
ら
合
流
し
て
も
大
丈
夫
そ
う
だ
ね
」

　
明
乃
が
言
い
終
わ
っ
た
と
た
ん
、
突
然
鷹
月
が
飛
鳥
や
晴
風
に
対
し
て
砲
撃
し
て
き
た

　
飛
鳥
艦
橋

　
優
希
「
な
!?
撃
っ
て
き
た
!?
被
害
報
告
!
」

　
砲
雷
長
「
武
装
回
路
、
お
よ
び
レ
ー
ダ
ー
関
係
異
常
な
し
」

　
機
関
長
「
機
関
室
異
常
な
し
!
」

　
応
急
班
長
「
火
災
及
び
浸
水
な
し
!
」

　
亜
紀
「
艦
長
、
結
衣
　
天
城
　
晴
風
と
も
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
、
や
は
り
鷹
月
が
撃
っ
て
き
た
っ

て
い
う
こ
と
は
．．．」

　
優
希
「
考
え
た
く
も
な
い
が
、
鷹
月
乗
組
員
も
例
の
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
と
思
っ
た
ほ
う
が

い
い
な
、
対
水
上
戦
闘
用
意
」

（
総
員
戦
闘
配
置
、
繰
り
返
す
、
総
員
戦
闘
配
置
）

　
乗
組
員
「
急
げ
ー
!
」

　
総
員
配
置
の
号
令
が
か
か
っ
た
瞬
間
、
乗
組
員
達
は
一
斉
に
自
分
の
持
ち
場
に
つ
く

　
明
「
合
戦
用
意
!
」

　
砲
雷
長
「
了
解
」

（
合
戦
準
備
合
戦
準
備
、
総
員
戦
闘
配
置
）
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乗
組
員
が
配
置
に
着
く
と
防
水
扉
が
全
て
閉
ま
っ
て
い
く

　
亜
紀
「
各
部
配
置
良
し
!
非
常
閉
鎖
良
し
!
対
水
上
戦
闘
用
意
良
し
!
」

　
優
希
「
わ
か
っ
た
、
主
砲
砲
撃
戦
用
意
!
弾
種
榴
弾
」

　
砲
術
長
「
主
砲
砲
撃
戦
用
意
、
弾
種
榴
弾
」

　
砲
術
員
「
装
填
良
し
、
射
撃
用
意
良
し
照
準
．．．
良
し
!
」

　
優
希
「
撃
ち
方
始
め
!
」

　
砲
術
長
「
っ
て
ー
!
」

　
ド
ォ
ー
ン
!!

　
結
衣
艦
橋

　
観
測
員
「
飛
鳥
主
砲
発
砲
!
」

　
明
「
主
砲
撃
ち
方
始
め
!
」

　
そ
の
頃
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
海
軍
女
子
高
等
学
校
で
は
．．．

　
教
員
「
校
長
、
先
ほ
ど
飛
鳥
、
結
衣
、
及
び
天
城
、
日
本
の
晴
風
が
行
方
不
明
だ
っ
た
鷹
月
を
発
見
、

接
近
し
確
認
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
鷹
月
が
突
然
発
砲
、
現
在
戦
闘
中
と
の
こ
と
で
す
」

　
校
長
「
そ
れ
で
、
飛
鳥
な
ど
の
艦
艇
に
被
害
は
?
」

　
教
員
「
今
現
在
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」

　
校
長
「
で
も
何
故
こ
の
よ
う
な
事
態
に
．．．」
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教
員
「
先
ほ
ど
確
認
し
た
次
第
で
は
、
現
在
日
本
の
教
育
艦
が
数
隻
突
然
レ
ー
ダ
ー
上
か
ら
ロ
ス
ト
、

飛
鳥
が
晴
風
を
保
護
し
確
認
し
た
と
こ
ろ
未
知
の
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
こ
の
騒
動
が
起
こ
っ
て
い
る

よ
う
で
す
、
か
か
っ
た
者
は
一
切
の
命
令
を
聞
か
な
い
よ
う
で
す
」

　
校
長
「
．．．
至
急
海
軍
関
係
者
を
こ
ち
ら
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
」

　
教
員
「
了
解
し
ま
し
た
」
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第
１
３
話
　

　　
優
希
「
と
り
あ
え
ず
鷹
月
の
武
装
を
使
え
な
く
さ
せ
る
ぞ
!
主
砲
演
習
弾
装
填
!
」

　
砲
術
長
「
了
解
!
１
番
２
番
砲
塔
、
演
習
弾
装
填
、
目
標
．．．
鷹
月
各
主
砲
塔
!
」

　
レ
ー
ダ
ー
主
「
鷹
月
発
砲
!
」

　
優
希
「
回
避
!
面
舵
一
杯
!
」

　
航
海
長
「
面
舵
一
杯
!
」

　
砲
雷
長
「
Ｃ
Ｉ
Ｗ
Ｓ
Ａ
Ａ
Ｗ
オ
ー
ト
!
」

　
レ
ー
ダ
ー
主
「
７
発
撃
墜
、
一
発
来
ま
す
!
」

　
優
希
「
総
員
衝
撃
に
備
え
!
」

　
優
希
が
言
葉
を
発
し
た
直
後
鷹
月
の
３
０
．
５
ｃ
ｍ
砲
弾
が
第
二
砲
塔
の
タ
ー
レ
ッ
ト
部
に
命
中

し
爆
発
、
煙
が
晴
れ
２
番
砲
を
見
る
と
砲
塔
の
隙
間
か
ら
煙
が
出
て
砲
身
は
１
本
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
っ

て
い
て
１
本
脱
落
、
残
り
１
本
は
中
央
か
ら
曲
が
っ
て
お
り
誰
が
見
て
も
大
破
し
て
い
る
の
は
一
目
瞭

然
だ
っ
た

　
優
希
「
ク
ソ
!
」

　
砲
術
長
「
２
番
砲
大
破
!
使
用
不
能
!
」
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優
希
「
そ
ん
な
の
見
り
ゃ
分
か
る
わ
!
２
番
砲
付
近
の
扉
閉
鎖
!
通
信
主
!
結
衣
に
伝
達
、
第
７
航

空
団
の
出
撃
要
請
を
」

　
通
信
主
「
は
い
!
」

　
結
衣
艦
橋

　
見
張
り
員
「
飛
鳥
被
弾
!
２
番
砲
が
大
破
し
ま
し
た
!
」

　
明
「
何
!?
」

　
通
信
主
「
艦
長
!
飛
鳥
よ
り
入
電
!
｛
第
７
航
空
団
の
出
撃
を
要
請
す
る
｝
で
す
」

　
明
「
わ
か
っ
た
、
凛
、
待
機
室
に
放
送
を
頼
む
」

　
凛
「
わ
か
っ
た
わ
、（
第
７
航
空
団
メ
ビ
ウ
ス
中
隊
発
艦
用
意
、
準
備
で
き
次
第
発
艦
!
繰
り
返
す
、

第
７
航
空
団
発
艦
用
意
、
準
備
で
き
次
第
発
艦
!
及
び
早
期
警
戒
機
も
発
艦
）」

　
出
撃
の
放
送
が
流
れ
る
と
待
機
室
に
い
た
メ
ビ
ウ
ス
中
隊
は
格
納
庫
に
向
か
い
、
格
納
庫
に
い
る
整

備
班
は
航
空
機
を
飛
行
甲
板
に
上
げ
る
準
備
を
始
め
た
。
３
０
分
後
に
は
中
隊
が
全
機
上
が
っ
て
お

り
点
呼
を
と
っ
て
い
た

　
管
制
員
「
こ
ち
ら
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
　
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｅ
ｙ
ｅ
（
ス
カ
イ
ア
イ
）、
メ
ビ
ウ
ス
中
隊
状
況
を
報
告
せ

よ
」

　
２
「
こ
ち
ら
メ
ビ
ウ
ス
２
　
ス
タ
ン
バ
イ
」

　
３
「
メ
ビ
ウ
ス
３
か
ら
７
　
ス
タ
ン
バ
イ
」
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８
「
メ
ビ
ウ
ス
８
　
ス
タ
ン
バ
イ
」

　
１
「
攻
撃
準
備
完
了
、
攻
撃
を
開
始
す
る
」

　
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
「
全
機
メ
ビ
ウ
ス
１
に
続
け
!
」

　
２
「
了
解
」
３
「
ラ
ジ
ャ
ー
」
４
、
５
「
コ
ピ
ー
」
６
、
７
、
８
「
ウ
ィ
ル
コ
」

　
飛
鳥
見
張
り
員
「
結
衣
よ
り
航
空
隊
の
発
艦
を
確
認
」

　
優
希
「
分
か
っ
た
、
残
っ
て
い
る
主
砲
で
応
戦
す
る
!
１
番
３
番
主
砲
実
弾
装
填
!
弾
種
徹
甲
!
た

だ
し
艦
橋
付
近
に
は
当
て
る
な
!
」

　
砲
術
長
「
了
解
!
１
番
３
番
主
砲
発
射
用
意
!
弾
種
徹
甲
!
艦
橋
に
は
当
て
る
な
よ
!
」

　
砲
術
員
１
「
任
せ
て
く
だ
さ
い
!
」

　
砲
術
員
２
「
砲
弾
入
れ
替
え
完
了
!
主
砲
右
７
０
度
仰
角
２
０
度
に
旋
回
!
」

　
砲
術
員
３
「
了
解
!
主
砲
右
７
０
度
仰
角
２
０
度
に
備
え
!
．．．
主
砲
、
旋
回
完
了
!
」

　
砲
術
員
１
「
主
砲
用
意
よ
し
!
」

　
砲
術
長
「
主
砲
用
意
よ
し
!
」

　
優
希
「
主
砲
撃
ち
方
初
め
!
」

　
砲
術
長
「
主
砲
撃
ち
方
初
め
!
」

　
砲
術
員
１
「
て
ー
!
」

　
主
砲
発
射
の
号
令
の
後
５
１
ｃ
ｍ
砲
６
門
が
火
を
噴
き
、
鷹
月
に
向
け
て
飛
翔
し
て
い
っ
た
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